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l " 
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なお，報告書二J:l~l (1)挿図は，おもに下記の方々の手によるものであるハ行出実i[!ljは、

苗・丑沢美記子，土器実?Hlj は，山内泰子，地形図・遺構実~Wj[mのトレースは，出 )J嬰 1tl子. ?I支
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6 図版に使用した杭空写真は，東北農政局開拓建設事業所所蕗のものである。

7 十戸!の記識については、 「標準土色rTI1iJ (日本色彩研究所)を便用した

8 挿図は遺構を約xoに，遺物を約元に縮尺して掲載した。

9 tJ日;立柱建物跡の実if!iJ図で，柱穴内の点棋は柱痕跡を
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中田面遺跡
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1 ，立と

i 発掘調査に主主るまで

能代開拓建設事業は，米代川の右岸， を対象とする る。対象

地域は，能代市，峰浜村，山本町，八竜町の 4市町村におよび，その雨l枯は， 3，671haである(

註 1)。昭和54年度の工半対象地[Rは， I11工区であリ，当地域内には，周J也の遺跡が 8ヵ所存

る。 昭和53年11月には‘これら遺跡の範囲位認調売か実施されたはt2 )0 8遺跡のうち 7

らまぬがれ句 tjl出iカi泣制;が，

とになった。(永j頼)

2 調査の鎚織と構成

調査主体秋田

調査期間昭和54年 4月16日~昭和54年 9月20日

調査地秋田県山本郡i峰浜村坂形宇中出面

発掘麗覆 11.736m2 

調査員永瀬福男 秋田県教育庁文化課社会教育主宰:

熊谷太郎 !! 文化財局主事

補佐 異 旺l口 者日

補助 長 佐々木金正

事 務 局 干Y(EEI 課長(現大[Ijl市教育長)

門間光夫 !I 

越智秀一 !I 課長補佐

1/ 

松永俊一 /! 係長

I! 

JII 越譲 IJ 

1/ 

新泉美知子 /! 

竹内 誠東北農政局能代開拓建設事業所開発課課長

小野寺宏之 /! 係長

調査作業員 安宅美代記，小莱義信，佐藤甚吉，鈴木昭{言、鈴木要，鈴木兼三，

l 

さhるこ
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ると， との県J3iをなす白神山地が東西に る。 遺跡:の西方約3.5kmに日 ラ
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約 6kmに米代)11が西流L， 日本海に注いでいる。

のびる舌:1犬白地上に るo i~{高約30m 0 ~qJ積地とのよじ高は約10m。台地

の北には塙)11均三 は竹生)11が西流し，それぞれ日本海に注いでいる。

一一つ， 
〕



お J~J'.は， 'JJH J也・7](Ef:l.、本に利用されている一ずij出/;IIJJ立の;rjl枯jむは今大古1;ヶjγ;J(l十iである

2 震吏的環壊

塙 JII 雷竹生JlIの周辺の白地上には今ヰJr1l IJ'II 

(lj({4!![ ) 

ほか宅約:'::0ヵ向iの周知のj立jf亦が ({{I:する (;;t

3 )。根j先場・タト林(遺跡分布医iの 9) イ:げて型f- (~! )は雪地丈lJ.j二代nIjlむjに属する i立湖、である

なお，杉沢賢遺跡は縄文時代日免立Jj(J)造物も多量に出土する

II . :f攻土子 (15) ・高 ~Jr~Jf (16) 

そのほかの遺物が出土して~.-，る。

中世に属すると考えられる館跡は，平氏チャシ(1 ~) ) . Vr: fiu ( 7) . 5.)(の域(1:3)・

イI-1 (17) -jp らはヲ 時代に ると考えられる!Jlli出(杯. )がけ11'している。

んはヲ'1':'ム:1I.j代に る土Bfff器

( 8 ) 。大館(

中田i百i ゐ

. UJお支 (11) 盆内村、(10i 1立跡である i

ー 強却 栗山 s ノト土ー比八出ー

君|けJl1了日 jま(ヲミ正E)年). 

持元年い京大FEl実季侍分i虫I1長 I(慶長 6年)などの中世文書( 4) にすべて

d〆ブF

f 、
ノミ

町

管 'ml

(文

るつしたカf

日1

である霜山域はー遺跡の南方約13kmのところに所在する。

だいぶ進んでいたと与えられる。 松山うえて;の炉~-Jhx 

中国i丘jj五路(J)j5:くを通ったようである日 「正保山ij:，tH>J>J 
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カニァて; る。日

まに h 一r
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路であ勺たと考えられる。(，永 i~1[)

3 中部彊遺跡付近の地形@

あたって

田出
1 を

lニヲ ほ 1 kmを段丘とそ

したものである。なお，調

あたっては，秋田県北部日本海沿岸地

(白石・工藤ら， (註引の

段丘区分を踏襲した。

ζコ D~ヨ OIIIJ ~ Lヨ鹿認 o

J K 

A 沖W-'F>t也 : Jヨ砂 fi'. : C ~ヒ能代詩~ 0段 i王

P 北能代第 7止i王:E北能代第 6段 i王:F ~It能代第 5 段 l王

G ~t能代第 4 段: H ~ヒ能代第 3 段丘 1 :1じ能代第 l段丘

J 山 I也 : 1く中日]j係j立働:

[白石，工藤，秋田治v司令己研究グループ 1977J 

2国 中部菌付近の段丘分布図

3 



地層の色彩表現については I新版標準土色rlJ，liJ( 

E17U) を別いた。

(豆 地苦言概要

な地形をしめす白神山地が，やがて!本

大な台地をもっ能代地域と続しその中間に位置する。付近

の水沢JIIではラ山地から運んできた土砂で扇状地状の段丘が

形成されていたり， も近くの山地の地質を反映し

た砂般から成り立っていたりして，山地とifj血の中間の特

が良く毛足われている。

付近を流れる河川は，山間部では一般に

流れるが，段丘分布地域にはし 1るととJ状に

南西方向に

湾出するの

3図 の断面図

が特徴である(第 2図参照)。このことは，後述する北能代第 6

のと思われる。

③段丘群

調査地l或にみられる段j三は弔北能代第 6段一丘@北能代第 5段丘 e 二iヒ能代第 4f立正の 3~ヨ丘で

あるが，その東方には，高位段 l主である北能代第 1段丘が，山麓の縁辺部に帯状に点在するハ

また，北方には北能代第 3段丘が，峰浜村大槻野を中心に特異な形(扇状地状)をして分布す

Q 。

北能代第 4段丘は，砂や砂疎から されていて毛最近の研究(

しているも

， 1979)( J 1: 

7 )によると，これらの地層は本内砂層と

地方の下末吉層に対比されると言われている。

北能代第 5段j王は，一般に厚い砂喋層からなり，厚いところでは10mを越える。しかし哩今

回の調査で判明したことは，当地域の段jヱの中央部にはラそれに対

に対比される。そして， このよ也層が関東

)忘する砂擦が全くみつからず司上手に段丘庄付近にだけ堆積している

(第 5凶参照)ということであるの

中田両遺跡はこの面上にあり，高度は30m・沖積所との比高は10

mほどである。

北能代第 6段丘は雫北能代第 5段丘の西端および南端に現われラ

段j乏の構成概も亜角喫の泥岩~ßiが多く，後背地にみられる地層に由

来するものと思われる。また，米代)11流域で普遍的にみられる花こ

っ右の慨は全く認められなくなるなど，これらの事実から，この段

丘は塙JlI，竹生)11による河岸段丘であることが推測できる。
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第4図中田鹿付近
の総合柱状図



己主) 中田菌遺跡付近の地形@地質

言 の通 1)北能代記 5段丘上lこあ 1)司 主己二十ーのすく、 f位にはほ色のギijJ二層 l.I昌利、，

)が 1m首変形成されている i第 4[三!

そのード位には赤色の 11，*，'，:{i}'、カ引tき，さは 2m以上あると，目、われるが令その 1'.位については

く不明である。砂の重鋭、午却を村t銃すると句 {ji~ j;Vょに多いことがわかる。これがこの地

層を赤色にしている原因であろっ。なお，この砂崩I-j J に村I~Llとした部分が不脱出jにみられる。

が多数みられるロ

付近では， _L:ì1の砂層を月Ijって Ilj))( 色 ilLがあり百I~には木本cア)炭 f廿m

約 31nはどであ 1)，その上位には， さらに 3i11 ほどの和I*，'!:~下I Ji'¥'(て."!JE

角 なっていて，花こう はいっていないっ ( 1 ".Ij主)

遺跡 北能代第 5~交正面i

10M 

第 5函 中国語村近の地震摸式図

藷曜調査(])観要

i 遺跡の概観

のびる舌:[え台地の先端近くの北紋に{立回する。 Hfi和53年11月に実施された範

囲確認調査で，遺跡、の面積は，約28.200mどあることが確認されている n 遺跡の西と東は小谷で

区切られラ南側は鳥形音IS落日比八日部落の道路が通うている。遺跡の東側のは，二t紋リの

ため破壊されていた。

標高は遺跡の北側で34m，南側で30mを担IJる。したがって，遺跡は市lilJきの緩いれb'lIに立地

する。 沖積地との北高は約10mである。

遺跡の地層は， 1層が黒褐色土層(10 ~ 15cm ) ， II 層がnfi褐色 ::LJ百円O~20cm)， 

層(約70cm)，その下は砂層となる。(永瀬)

2 調査の方法

がローム

グリソド方式で実施した。 遺跡の南西間に を し，東方向と北方向

r 
0 一一



/、

む 一一ー

jnr 
~1哀



にグ 1)':Jドを配遣した。グリッドの 三仁川印

南北方向は，磁北方向に一致する。

4月16日から 9月20日ま した Q

4月16日 は， スフイ「

を説明。 7こ 1 Bから k) 一、 を開立合ハ Dtこ

なると される。土器管京黒之、山十す Jζ ?，() R 音磁片手}出土し匂 も

~子才2 一L 会4 

をI を立区とし していく。日ラ :区

グリッ iごめ規十莫は 4m >~4 mである。

グリッドの名称は，

ベッドヲ東西に

れら

アパ/ブア

を用い守 市

した。

とベル

トコンベアを俳用し

した りであ

る。

S I 

SB 

K 

s 

SD 

TP-おとし

R rvI ワームーマウンド

そして争発見JIi買に S}(01， }(02・

一週、っ，J

ト小
庁

V を{すした。なちラ

口一ム e マウン!ごとは弔

物のプラン検出につとめる。 II

器@

03を

も出土。 5月 l日ラ

4 B， S 102働 SDOlを確認。 7日ヲ

〉」

三一L32A20 N 

一一一一一一
三ーしおお8

主ーし33AJO
N 

笠_L_30.34G
E 

'!'t.._l-33.!iu号 E 

どを捕ったときの粘土舎 をいう。(~，，~ 

仁ー

ニヒ師

2日予

10 Bラ S1 日ラ S1 01 
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S K01・S1 14日， 1 

S 10::;' S DOjの開始。19l::l， S 1 02. S K 01のJlll土層の実;HIJo2:3 tl， S K 05 ・ 07 ・ oり -ltì~ 1人 S

SE Olで~~.ニ{閉め

S D01の半開始。 15日， S 104を(!在日 SD02 

D 26日ラ SK06・SK 1 28 tl， S E Ul' S E 

iHIJ、311::1， S E 02の料 ti月 21=1， S E02 i立村村n!L j() I::l， S 1 04の精査。土のj:IjI

4日， S E03の粁i査。 6日， S E05の精査。 7日， S E06の精査。 9日， S E05・s

13日，105の;埋土層

抗1]立柱窪:1初跡を

S E06の不正在。 12E:1， S 1 06を長在認。 S106とSE01・SK

23 ll， 1 り方;WJ量のための杭打ち出始。 7月19日， S EOG・

中央部でもJhl¥iL十主建物跡カサ:釘九 911， S K51 ~出。 17 日， i45の3日ラ SB08をはじめヲ

査開始。19日， S 107-01'). S K61~680)精査。 2υ I::l， 1 I互の遺構実;WJ開始。25日句 SB 1G 

8 jj 1日， S E08の確認。 6日， II区の平田実iHlJのため造り方;[[IJ量の杭打ち。 16日， S D41 ~43 ， S 

E08の精査。22日.II区の遺i惜;実i&lJu)開始。24日， S K72~ 31日ラ ihJ¥i)残しのグ 1)ぃノドの

るため調査区を グ
'
f
f
j〉つ}

n
p
 

Q
U
 

1
1
i
 

Q
U
 

Q
V
 

υu 

f
e
L
 9月'1E:1， S D 3:3 .;34を

建物跡をすべて 010E1， ためのj古 015E人現地説明会 10，1日比 2U日守

-実iHlJ0)補 発掘機材のJ散去。(五

調v
 

遺構と遺物

① 竪穴住居跡

5101竪穴住農蹄 平田形は南側が不明だが，

f壬2，5mの円形プランを るものと忠わlしるハ

j/iの位置から主車111はN-15
0 -W。

壁の立ち上がりはi乏し 6 ~ 8 cmと浅い。

床面iもり:と l可様に，

1tn~;+ ，ニド1: \，\，北から

尽くしまり，地山の

く{頃く n

柱穴らしい痕跡は認められない

炉は南に開いたコ プランの南

1NIJにf布する。南北70X東西50cm松の大きさで，

石は大IJ、の河原石を 1611m使用しているが，この炉

の東に同様な石がおかれてあり，かつてこの炉の

志
水

A
双
山
品

詞
U

Z
E
Z
H
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."，士l三工

瓦\~

ゑ L-32.21o

.0:¥ 
8 

l層 n;;渇主7.5YR%
2層黒褐色7.5YR%

~3層褐色7.5YRガ
~4J音 l現褐色7.5YR%

_nnn ~.，?. 5層明総色7.5YR.%
>\.._'31.ß~令円グd

=------ 0 1M 

第 9図 51 01実測図
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~;ま石として山用した可能性もある。こ

の幻 iの中には非常に法く焼 ~I' が堆w し

ていた

SI 02竪穴住居跡 S 103の四時 1)k 

る。北壁と回世間でSKむと隣

接するが，付属地設かはわからない。

1 3立3.00111の問丸方形を呈 L，主新i

はN-65
0

Eを

手lf.(1)きっし， í頃~~l で'， Hî

cm立ち上がり，他は10cm位で緩やかに

傾斜する

やや起伏があるが句全体的に

再そく句 さてつ支化物が散在していた}

村ヲミらしい!広岡;はない。

カマドは 1)にあり， 1;~~，~ :Jtf_音f~ には

ヴ

9 "  {l落ち， {事-tf¥に巾30cmで1.30

m{C!Jびている υなお，燃焼部に10cI11程の石を立て，

あった♀支腕!として使用されたもの

とわれる。さらに，住居跡中央から丙壁寄りに， 5印OX4(判o ) 

Clllη]じの乃4純i主l囲てでで、い弘f弘が焼主j立t::l二か

J出iれ:i一土士牟j遺宣物には土師器.穿引i忌恵:若器掛:品}があリ， 1は底面から出

iこした る{色調はに v:;~¥; を呈している

がヲ lHま音fjiま沃褐色あるいは時亦褐色で，焼成は

ある。回転糸切り 2はカマドの燃焼部に伏

'" 

11> 

B' 

告官M
幅高田諸国司

第10図 51 02舎 5K22実測菌

第11図 51 02出土土器

日

せられていた土師器の小型装で，内外耐ともに，~~~'い 7J]~褐色を主し宅内面jのほ部付近には炭化物

る。胎土にはノj、不lを含んでいる。凶11ま糸切り底 この他に、土I1rlí#:;:ヨ!~O) fiJ_~JJI' • 

したものがある。

51 03竪穴住居跡 S 102の東隣 1)に るr 又S1 09と弔政する~本j立j芯は S1 0りより新し

いと思われる。

平副形は 1辺が5.60mの正方形を呈し，主車[[1は N-.6C)" Eを

，650傾斜して20cm立ち上がるが，他は600の傾斜で 4cmの壁高と浅い。床面

は少し起伏がみられるが，非常に竪くしまうている。この床面全体に炭化物が簿く堆積してい

9 



柱穴は iコl~ P40) 

4 'f1買の主柱穴が確

ム
同
ケ
副
知

11> 

匂)7P3

認されている。又，

P5 ・ P6 ・ P7~こはよ尭

土・炭化物が

に混入していた。

カマド

の北寄りに位置し

ている。焚口部及

び燃焼部には焼士

しており，

天升二部が崩れた煙

道部は溝状を呈し

長さ約50crn. "IJ30 

cmをj則る。 煙出部

5 I 03 
@ 

QR 。
0P4 ，~_ç:_ 

Q) 

に至ると ち
s' 

j~みラ ピ、ソトを庁三

成している。 深さ

は37Cll1。

12国 51 03.09実測臨

らの出土造物が多

く， 1と2の他に

土師器杯のfi皮片翁須忠;器破片があり，二日市器杯の中には，内面を したものもある。 1

は土師:(，詰裂で，制部に比べて口

キ 21土

し外反しており，口唇部は丸昧をもっ。胎土に小石

， rl *0~音15は外反したあと上に少し立ち上がる。

この部分に細い一条の沈線が巡っている。胸部上半部には内面にカキ目がみられ，下半部は内

外出とも平行のあらいタタキ自が施されている。胎土には多くの砂含まれている。焼成は

良好。

51 04竪穴住居跡 北西隅でS108を切り，南西側を SDOHこ切られる。従って，本遺構は S1 

08より新しく， S D01より占いものと思われる。

平面7f~tま長車lB5.50m' 短軸4.40m の長方形を主し， はN-65
0 

Eを示す。

10 



壁は約65
0

程の傾斜で，10cm立ち上がる。

西側は起床面は堅くしまっているが，

伏が激しい。

柱穴はややずれがみられるが， Pl-P4 

している。

2.70XO.60mO)車E囲

どが出土している。又，

で全体的に焼土が堆積しているのみであ

底部に fXJ の

半分欠損した土錘な

玄Ij総のある土師器杯が床面ーから出土して

1 

内面を黒色処理された

土師器杯の破片や，

出土遺物は埋土からのものが多く，

と恵、われる。

かなり崩れており，

. 2 . 3の他lこ，

カマ

の4

。。

1はtlJ:!二!-.から出土した担恵器の高いる九

子;付mLの高台部である U 底部は匝l転糸切
2 

2は床面から出土しり。色調は灰白色。
51 03出土土器3国

る。鋼部は緩く膨らみラす、

る。腕部中央には，部分的に縦方向のへラケ丈りの肢がみらLJ~ま吉15は強〈外反してから内

3は埋土から出土した土師器禁で， H1lij部は耗飴土には小石を含む。-デ、、

l-， れる c

をJF:;このI立Hのところ内向気味に立ち上がる。口縁部は外反しでから，V¥膨らみをもち，

調整痕はみられない。胎土には多くの小石を含む。摩j域が激ししを呈 L，令。

平面形は 1辺4.80mの正方形を51出竪穴{主語跡

30cm程立ちょヵく残り，壁は

床面は平坦で良くしまっている。

は不明。

1.70XO.60mの範囲で焼土カミ土佐結す全体的に崩れ落ち，1)にあるカう

るのみであるの

カマド

る。主として床面からの出出土遺物は，他の竪穴住居跡に比べて多い方で，

1 などが出土している。タタキ白のある土師器護や，須恵器の杯に混じって，

口

る部分は，

1は

縁部を欠損している。内外国ともに口クロ成形の痕が明瞭に残り，胴部から

-
iム

11z-

している。2・6・7は埋土から個 3.4'5'8'91土床面から，
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緩やかに丸味を若

ぴて作られている。

底部は回転糸切り

で， 胎ゴ二

には半出かい砂粒を

含み，灰白色を呈

す。 2は須恵器の

高台付皿である。

回転糸切りで切り

離している。

部は欠損。全体的

には灰白色吻

的にはオリーブ黒

色を呈す。胎土に

l土砂が含まれる。

3は器高の低い須 議15密 SI 04出土土器

。 4は土師器材;で，底部を欠き上げによって成形している。色調は灰白色

のミガヨ?をかけたあと を施してある。 JJt仁Lには細かい砂粒拐している。内面を

手」 V~ 5は土師器杯で‘成形に巻き を用いていることがわかる。

6は二上自[j]器杯で事

を呈し，口縁音liの内外出¥

回転糸切り底

しており喝'泣

口

内面には多くのスス

内外面ともロされたものと思われる c 胎土には砂粒を含むG れま i合j

胎土には小石を少し す

i明011とし

白

81土十郎器撃の口

クロ成)1ラの肢が明瞭に残る。回転糸切り

小石を含んでおり，

ラ設がつき外反する。

9 t立須

ぎ足しがわかる。 fl台土には

内面には出心円のアテ

J土，平行のアア三千百をすり治しより少し下から施されている。

十
ゲ
}

疫が口

がみられる。胎土には小石を含み，

しミ
U 

S I 06竪究生麗顕i S EOl . S K25によって切られている。

平面形は 1辺が4.40mの隅丸正方形を呈し，主軸は N-85
0

-Eを

壁は約60
0

の傾斜で15cm立ち上がる。

くしまっているが，起伏が激しい。

柱穴は 1個がSEOlによって切られているが， Pl~刊の 3 と思われる。

13 



カマドは りに し，燃焼音Ijiこ している。 きつい傾斜で入り込

むが，煙出音1)は崩れてしまった できなかった。

出土造物は 1・2. 3の他に，土師器禁の底部がよLl土している。すべて出土からの出土であ

る。 1は口給部欠損の須恵器材iである u m司吉じから底部へ至る部分は丸味をおびてお i人低音[5は

かなり厚い。内面にはロクロ成形の痕が明瞭に残る。右回転。底部は回転糸切りで，

2は 台付血で，かなり でで‘ある c 口クロ成形の痕かが、明瞭てで、1 右回転てでで‘や、あることが

わかる。回転糸切り 胎土には細かしりj、石を 3は土白ijj器杯で，

比べて口径が大きい。胴部は内 よち 1'.カ 屈f伝糸ザo1)でず切 1)自itし 口

唇部に少しスス る。胎土には細か を多く含んでおけ，色調はにぶし す口玉
、山「」

SI07竪穴住居跡 SBll掘立柱建物跡の柱穴と重複し，本遺構が古し九

平面形は 1;立が2，80mの問丸方形を呈L，主軸は N-60
0

-W。

壁は約50
0

傾斜し，20cm立ち上がる。

床はほほ斗よ坦。柱穴は不明。

りに{立置し‘ はtyt土が堆積していた。ほとんどが崩れてしま力マドは

い不明瞭である。

出土遺物は ，床

面あるいはピット内から

のものがほとんどを占め

る。全体的にみて土師器

護の破片が多い。 1はカ

マド‘から出土した

;f+である c 切り離し技法

は不明。 2は床面出土の

口縁部でj支い

段を有して外反する。内

面]，投び外ffii口

向， m~部は縦方向のカキ

Eがみられる n 胎土には

小石を含み，に

色を呈する。 3はカマ iご

から出土した土師器薬で，

U縁部は浅い段を有して

砲i

《ヨ。-
-"'1 

々

@
m
v
 

。寸
A -

母
@ 

A' 
9
4
 o 
~-22 

f言

A' 

国!

L <D _.一二二フー
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くびオL，直線的に外反する。内聞は横方rbJ，胴部は縦方r{'Jのカキ目がみられるこ JJfけこにはIJ、{I

を多く 色調は淡桜色を る。 4はカマド西隣りのピットから した=L.glji器裂で、Ll

縁部は浅い段をつくってから，強く外反している。制部には，輪積み技法による成形のためで

きたと思われる粘土紐のつなぎ目が明瞭に残る。その巾は平均 2cm紅である。内面及び外出口

縁部には横方向，腕部は不規則な奈|め下へのカキ自が施されている。胎土には小石を

ぶい桂色を呈す。 5はカマド西降りのビット内から出土した土師器禁である。底部はと乙l、ι
. 

第17図 SI 05出土土器
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P30 

5<01 

ムじ3.1.200 丘

一-で0'" ‘ 1.J

\一~ ./ 
¥ 3 _ 三コご--/

書留 5i能。SEOl実望日菌

た18V 
いている。制でラすそが少し 1~8 きう

音I~は内陸iに縦方向のヘラナテ\外面は縦あるいは斜めに

カキ呂が泊され7ている。品、ゴ二J、二は/J，.I行が多く含まれう

調は ð~1古色をよ孟すハ 6はカマド西i礎りのどりトから

した土m!i器禁で，底部は厚くとび出した平底でヲ服部と

る。 腕都は

方向のカキ自がみられる c 胎土には小石を多く

SI酪露穴住農跡 S 104・SK14と重複する。

はこれらより古い。

平面7!ラは， S 104によって切られているため，

プランは弓く明で、ある。

- 16-
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壁もかなり破壊されているが.現状で

は40
0

程の傾斜で10cm立ち上がっている。

床面は起伏が激しいが堅くしまってい

φ。

出土遺物は， ~里土から出土した須恵器

破片のみである。外面には平行なタタキ

自が，内面には放射状のタタキ自が施さ

れる。

5109竪穴住麗跡 S 103と重複する。

S 103が新しいと思jつれる。

平面形は，長軸2.30m.短軸2.00mの

長方形を呈し，主軸は N-35
0

-Wを示す。

床面は S103よりやや低く，起伏があ

るが，堅くしまっている。

カマドは，南東壁の北寄りに位置する。

煙道部は天井部が崩れており，検出時に

、
、ミー

i臨 51

入EE号?」主完工~

L 一一平叩了

第20国 SI宙実j期国
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l層黒褐色lりYR.%
2層階褐色lOYR;li
3層 11音褐色7.5YR%
4層階褐色lOYR%
5層褐色lOYR%
6層黒褐色lOYR%
7層絡褐色7.5YR%
7層階褐色7.5YR%
8層黒褐色10YR%
9層系補色lOYR%
10層黒褐色IOYR%
11層階褐色10YR克
12層黒褐色10YR五
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15膚暗褐色10YR%
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おいては，焚口部・燃焼部・煙道部に至るまで，びっ

しり焼土がつまっていた。なお，煙道部は rlJ45cm.長

さ 70cm程の溝tr~ を呈している。(出口)

② 掘立柱建物跡

S思01措立柱建物跡 地山直上の黒褐色土層で検出。

北側の庇部分を除き，この面で柱穴(柱痕跡とも)が

明瞭に確認できた。

身舎部分は梁行 2間・桁行 3間であり，この 4面に

庇を付ーする総柱建物である。南北6.40m.東西9.68mo
第22図 51 08出土土器

北東端の柱穴は，精査するも明石在には確認できなかった。ただ痕跡が極めて

浅く，不定形ながらわずかに認められた。柱穴の深さは，庇部で最深36cm，

だJ28cm。身舎部は60cmを最深とし，平均42cmで、ある。直径は平均値が庇部で31

CI11，身舎部で41cmと明らかに身合部が深正直径とも数値が大である。又，柱痕

跡の直径は庇部，身舎部でそれぞれ1O~16cmである。 SD05が遺構内を貫通し

一部は柱穴と切り合っているが，柱穴が時期を後にしてつくられたものであ

る。建物は東西棟西棟であるが， E-6
0

-Sを示す。

5802掘立柱建物跡 地山上閣にて検出。遺構の立地する地形は南方に傾斜ー

しており，上方から流れこんだと思われる土砂の堆積により，土層はj享〈撹

乱気味であった。確認された遺構は梁行 2間・桁行 3間で南北方向に建てら

れ，わずかにゆがみのある長方形を呈す。南北4.88m'東西4.08m

南西端の柱穴は精査したが検出されなかった。柱穴プランはおかー方形であ

るのを除いてラ円形もしくは楕円形であり，その直佳は43cI11を最大にして平

均33crn，深さは最深74crn，平均57cmである。 遺構内平面において炭化物がわ

ずかに検出されるが土面状況の変化はうかがえない。

ラン内を溝， S D 17が貫通するが，関連性は明らかでない。

建物は南北棟であるが， N -33
0 

Eを示す。

5思03擁立柱建物跡 2層の下層部から地山上面にかけて多くの柱穴が検出

された。確認された遺構の構造は梁行 2間・桁行 3間で長方形プランを呈する

が，北面側柱列中間の柱穴は検出できなかった。南北9.00m・南西4.60m。

柱穴の深さは88cl11を最大として平均58cm，車径は平均38cmである。

周囲の地形は南東に向かつて傾斜しているが，遺構を問む SD06屈辺は，は

18 
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3.5cm科のクポミ状のアテ痕をイfす。胎1-.は轍衝で小礁をほとんど含まないが

焼成は不良である 灰白色を干す。

5804繍立柱建物跡 3層及び地山向上にかけて，多くの柱穴が確認され少な

くとも 4悼の建物遺地(SB04，SB05， S819， SB21)がm似することを伺-思した。

2層下に多くの炭化物が時褐色寸:に散布必入されてfilさ約 6mf/の3層を

@内

第24図 5802実測図

。 2M 

ぽ'fが1の地形を世し周辺よりも土面が硬くしまり気味である。このことより斜面を削平整地し

たことが考えられる。

P2は SK02と切り合っているが柱穴プランは土桃川上上而より検出された。 P2t'1体極めて制

l(J 径のものであり，そのまま性アタリとして巧えるならば.このP2Lii:績に付属した性質のも

のとも巧えられる。遺桃は S006の中心部にすえられており，文本遺跡では，知例が他にもあ

ることから，控物の周阿に講をまわす形態が特色的にとらえられ， S 006はS803に付属する

可能性がArえられる

建物は I~j北怖であるが， N 5・-wを示す

十l:穴土壁土から珠洲糸致即日1部g・が出土している。外出には深い条線状のタタキ痕，内面には任
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形成し，さらに柱穴群の大半の埋土にも(4 キ

含めて)同様の土質が見られることから寺本建物群のいず

れかが焼失された可能性がある。遺構は梁行 2間，桁行 3

関で， SB21とほぼ、同一場所で重複して， ともに総柱の建

物である。遺構は柱穴P4でSB21の柱穴と重複しているが，

両建物の新!日関係は明らかにできなかった。同様に SD07 5804柱穴出土土器

とP5，P4が重複しているが，これは溝内埋土上面で柱穴フ。ランを確認ー SD06がSB04及びSB21に

先行する。柱穴の深さは55cmを最深とし平均45cmでラ建物は東西煉だがラ E_-50 

遺物は柱穴Pnの摺り込面下lOcm埋土中より播鉢底部が検出された。胎土は

般宮、で極小擦を含むが，焼成は不良であり，灰白色の色調に薄い赤褐色の焼

きむらを生ず。ロクロ成形した後高台を付しており，内面におろし目を底部

から上部に放射状に ~I いている。

確認された全体の構造は

物である。東西8.56m'南北5.00m。

柱穴は，深さが67cm を最深とし，大半が52~63cm を呈す。プランはPl1が不整樟円形で、あるの

を除いてはほ、円形もしくは楕円形で宅大半の直径が38~48cm，平均43cm を示す。柱穴は上面か

2間 a桁行 3出てコ

5805柱穴計i別表

建の、
/

一ブフ

ら柱痕跡が確認されるも，撹乱されており，輪郭はあいまいである。 SB05のP19とSB19のP30が一

部重複するが，時期的関係は明らかでなかった。建物は東西棟であるが， E-6
0

-Sを示す。

S岳部損立柱建物跡 地山直上の黒褐色土層にて検出。この面で全ての柱穴が明瞭に確認でき

た。

全体の構造はラ身舎部分の東面に庇を一面付した建物である。身合部分は

梁行 2間・桁行 5問。建物は南北棟であるが， N-32
0
-Wを示す。南北13.60m，

東西7.92m。本遺跡の中では 3番目に規模の大きいものであり，庇を 1面付

する建物としては唯一のものである。

柱穴プランは身舎部分では， P2を除いて全てが方形もしくは隅丸方形であ

り，全体として 7割方が方形プランであるのはラ遺跡内では SB 18と共に 2

例だけである。柱穴の大きさ，深さは身合部分と庇部分とで明らかに相異し

第 6表

5806柱穴計i刻表

ている。すなわち，身舎部分はプランの大部分が一辺42~52cm，深さは55cm を最深として平均

38cmで、ある。庇部分は柱穴プランが靖円形，不整楕円形になり誼径が平均24cm，深さは40cmを

最深とし大半は平均28cmに近値を示す。

Pl' P3・P5・PlOより須恵、器，土師器片を検出した。土師器は底部に回転糸切り痕を留める。

遺構が立地する場所は，わずかながら東西に傾斜する地形上にあるが，整地等の土面変化は

ワ
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伺えない。遺構内中央部に小柱穴群，焼土マウンド，土墳が存在するが， SB06との関連性は不11):J0 

又SB06がその遺構内部に束柱を有しないことから床を得て L、た rlJ能性が薄いことと兼ね合わせ守

ウンドは少なくとも建物が構築された以前のものである可能性は薄いであ

ろっ。SB06は、その構築状況(片面庇付建物)柱穴プラン ¥}JJf~フランを多く用いている)桁

行の方向(南北方向) ら遺跡内の他の多くの建物遺構とは時期jを異にするとィラえられる。

5807擁立柱建物跡 SD01溝と共に地UJ にて険出された。

全体の構造は梁行 2間・

~t3.88m ，~ 

3国jで長方形のブランを呈す。東西5.72m.市

柱穴は円型プランを呈しラその直径は平均34cm苛深さは最jlE55cmで斗~j~J45

C111 より明日査に確認できそ 9 cm~16cmで、あ
5807柱穴計測表

る。遺構はゆるやかな斜面の徴高地に{立置するが，間前づラン内外とも平Hti状出に変化はみ

られない。

建物は東西棟であるが， E-22
0 

Nを示す。

5808掘立柱建物跡地山 にて多〈の柱穴が確認

された。

身会部分が梁行 21昔j・ 5間で 4閣に庇を，さらに東側

に孫庇(? )，南側に縁(? )を持つ。本遺跡内では最もしっかりとし

た構造と最大の規模を示すものである。南北16.40m.東西9.28m 0 

建物は東西棟であるが， E-4
0

- Sを ネ主穴プランは

もしくは円形であり，直径は身舎・庇部分とも大差なくわずかに

均値て¥身合部分が約 3C111長く 48c111を呈している。深さも λk 

第 8表

5808柱穴計;RI]表

られずラ身舎部分57c111.庇部分56c111 を最深として40~50cm内外を示している。但し，南出桁行

側柱の場合ヲ平均の直径29c111，深さ 18cmと極めて数値が小さし他の庇様の場合と異った性格

(例一縁束等)を有している可能性がある。柱穴は約 4割が上面より柱痕跡を位認でき，その

直径は身舎部で平均18c111て、ある。

S話的掘立柱建物跡 地山直_t.の培掲色土層で検出。 された全体の構造は梁行 2問，桁行

3間の{則柱建物であるが，内部に建物と関連すると考えられる柱穴が 1引きlある。東開9.22m. 

南北4.56m。建物の方位は東西棟であるが， E-8
0

-Sを示す。

プランは円形及び楕円形で上面から柱痕跡、の確認はできなかったが，互主

面に タリのクボミを有しているものが 3例，柱穴の深さは59cmを とし，

平均48cmであり北及び、東部分の柱穴が深い傾向にある。直径は56c111を最大とし

平均48c111であり柱痕跡は平均20cm内外に合わされる。

第 9表

5809柱穴計;Rlj表
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遺構内平面状況は守ロームマウンドが北東部に位置し号 Plと切り企っている。ロームマウン

ドが新しい。

5臨10掘立柱建物跡 2 J震の下層部から検出され始めたが，全体の柱穴が検出できたのは地山

面上まで掘り込んでからであった。

確認された全体の構造は，身舎部は梁行 2間・桁行 2間であり総柱を

る。南東端の柱穴は検出出来なかった。東西11.00m.南北8.12m。

柱穴は身舎部分の方が庇部分より若干ながら深さ，直径の平均値が上回っ

ている。すなわち身舎部分では直径が37cm，深さ46cmの平均値を示す。SB10

の桁行列の柱穴深さを見ると南市に行くに従い浅くなる{頃向にあるが，これ

は傾斜面に立地しているためであろう。柱痕跡は明結ではないが，

るものは多しその直径は平均16.5cmである。柱痕跡は必ずしも柱穴内中央

に位寵せず縁に偏しているものが多い。

日付近に現存高14cmO)ロームマウンドが位置しているが，このマウンドは

褐色土の締まり気味のものであり後述SB12のものと向性格であろう。 SB10

る4面成建物であ

はSB14と北面を一部重複しているが，時期的前後関係は明らかでない。ただ，建物の方向が両

とも東西方向でSB10がE-18
0 

- S ， S B 14がE-1T- Sと極めて近似の方位を示す。

S自11掘立柱建物跡 2層の下層部にて検出。内部に柱痕跡を有している。全体の構造は梁行

2間・桁行 3間の総柱建物である。東西9.50m'南北4.70m。

柱穴の深きは最深53cm，浅いので16cm，大半は40cm台であり，

平均40cm，柱痕跡直径は平均14cmである。

SBllはゆるやかに傾斜する地に位置するが，遺構内平面に変化は伺えない。

SI07と重複しており，切り合う柱穴の埋土状況から見てヲ SBl1が新しい G

建物は東西棟であるが， E-14
0

-Sを示す。

5812掘立柱建物跡 遺跡が立地する地形は，ゆるやかに傾斜しており，発

掘中雨が降ると土砂が下方に流れ込み堆積する状況であった。そのため付近

はある程度土層が撹乱され北部よりも厚い堆積である。

SB12の柱穴確認は，この流出堆積されたであろう 3層の1]者褐色土を除去，

地山褐色土面まてす屈り下げ.る事:によって確認された。

分で 2問・ 2間であり， 4面に庇が付する総柱建物であり， 4辺の長さが向

値に近い正方形プランを呈する。東西7.76m.南北7.68m。

柱穴のプランは円型又は楕円型を里し，その深さは庇部分のものが，身合部

分のものより深くなっており，この様な特色は本遺構中SB12だけである。前

29 
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。 2M 

者が検出面より60cmを最深として平均41cm，後者は58cmを最深として平均34cmでいある。又，そ

の直径の平均値は，身舎部でレ43cm庇部で-40cmを示す。

遺構内にはロームマウ ンドが位置し，この上面で柱穴痕が確認されることから，建物が新し

い。マウ ンドは全体的に黒色混りの褐色土で撹乱しており ，周辺の井戸等の遺構を構築すると

- 31 -
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第34図 5812実測図

き掘り出された士を姶てょせたものと思われる。柱穴P7はS037と一部重複しているが，時期的

相呉は明らかでない

建物の}i位は，.!k西陳て二 E-8・ Sをぷすー

5813.立柱建物跡 遺機li地山商にて検出された S813は，本遺跡内では最も南部に位置

し，かつ北面上}jからの流出された土砂が堆積をなすため，用:1:の各層f立は厚〈撹乱気味の状

態であった。

32 
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舷認された全体の椛造は梁行2問・桁行は東西で3聞であるか北凶桁行と東面梁行の延長す
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る北京消の柱穴は確認できなかった。遺精プランは.全体として長}j形をぷ

すo *西8.04m.南北4.48m。

円形もしくは払円形でその也径は平均40cmて'あり.柱穴の平面プランは，

深さは

Sをぷす。

その直径は平均42cm，

53cmを紋深とし平均42cmo 雄物の方位は東西拙であるが，E-70・

- 33ー
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$器開揺立柱建物跡 2層の下層部で検出され始める

面上のも検出し終ってからであった。

を できたのは地山

確認されたi宣構は 4面に庇を付する総柱の建物であり，身舎部分は

る。本遺跡中では， SB08に次ぐ規模を持つ。東西15.48m'南北8.12m。

2間・桁行 4間であ

柱穴の深さは身舎部分が64cmを最深とし平均44cm，庇部分が65cmを最深と

し平均36cmと，身合部が深い傾向にある。柱穴プランはP22が上国で方形気味

であるのを除いて円形もしくは不整楕円形であり，その直径は，身舎，庇部分

とも平均42cmで明確な開きはない。柱穴は柱の建て替えが行われたと思われ

るもの 4制を数える。底部に柱アタリのクボミを有するものが 8例ありその

庇，身合部分とも大差なく 19.5clllを主す。柱穴内部に小石を

するものが10儲あり，内 4f閉が 2f監i以上の石を有する。内部から検出された小

6は長制112cm-24cmのものが大半を占める。形はいずれも厚みのある偏平な

河原石を主とし， 2例が壁面に位置する他は，底面もしくは底面近くで，そ

の多くは根田めの石に用いられたと考えられる。

SB14はほぼ平坦な地に位置しており，遺構内には土壇 4基(SK34・SK33・SK48.SK50)，ロ

ムマウンド 2基位呈している。土墳はいずれも柱穴と切り合っているが，土壌が先行してい

令。

建物の方位は，東西棟で E--17
0 

Sを

5器15掘立柱建物跡 2層の下層部にて全ての柱穴が明瞭に検出された。

全{本の構造は四面庇建物であり，身舎部分は，梁行 2Ik口守 3間でありヲ

た長方形プランを呈する。東西9.96m'南北7.52m。

柱穴の平副プランは円形もしくは楕円形であり，上面ーからその大半が柱痕

lPJj;を石定員Zで、きた。 その平均値が庇部分42cmヲ身合部分49cmて、あり

助;は庇部分が16cm，身台高Ij分が19cmで庇と身合部分で多少の開きを不す〔深

さは庇唱身合部分それぞれの最深が67cm，70cmラ平均深さ 50cm，60cmとなり，庇

部分のものが浅い傾向にある。又底面に柱アタリのクボミを有するもの 5f~1j 

任認された。柱穴埋土には，炭化物が全体的に少量含ま jし柱痕跡部分はあ1i

でその馬問を

グ:)犬にまわっている n

なりおりまり

また，遺構内平面は周囲に北し多少しまり気味であるが上面での土質，整

地等，その他の変化はみられなし炭化物の採出もない。

建物の方位は，東西棟であり E-4
0

を示す。
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5816擁立柱建物跡 2層の下層部にて検出，この面で柱穴は明確に碍認で

き，又大部分が柱，痕跡を有している。

全体のi構造は北面部分が調査外なので確認できなかったが，庇部分がさら

に一面北側に付属した四面庇建物の可能性が考えられる。身舎部分が梁行 2

間，桁行 2問。東西9.64m，南北6.20m。

柱穴の深さは庇部分の場合58cmを最深とし， 40cm内外に，身舎音[5分の深さ

は67cmを最深とし平均は54cm内外であり，身舎部分のものが深さを増してい

る。直径は33cmを平均とし，庇ー身舎部分とも:ild直を示している。柱痕跡部

16~ 24cm.-. 

建物方位は東西棟で， E-3
0

Sを

S自17擁立柱建物跡 2 層の-r~層部から地山面にかけて全体の柱穴が検出さ

れた。遺構は南西にゆるやかに傾斜する場に立地している。南北6.96m.東

西5.48m。

確認された全体の構造は梁行 2間・桁行 3間で長方形気味の形を呈する。

柱穴のプランはP6が方形気味て、あるのを除き，円形もしくは楕円形である。

柱痕跡は輪郭が明確でなかった。柱穴は52cmを最深とし，平均35cmである。直径は60cmを最大

に他は平均33cm前後と小さい。

遺構内平面状況は，地形自体がゆるやかに傾斜しているが土問変化はみられずヲ炭化物はほ

とんど検出されない。

建物の方位は南北棟であるが， N-32
0 -Wを

S器18掘立柱建物跡 地山上面にて検出。

S818立地周辺には，多くの柱穴が検出されたが‘ SB18を構成する方形の柱穴はこの群のrllで

も特色的であり，他は円形もしくは楕円形の柱穴である。

全体の構造は梁行 2間・桁行 3間の総柱建物である。南北6.52m.東西3.60

m。柱穴は全て38-40cm，深さは40cmを最深として平均30cmと浅い。

SB14と重複するが，時期的前後関係は明石在でな ¥"0

建物の方位は南北棟であり， N-15
0 -Wを示す。東凶6.52m。南北3.48m n 

s島内諾立柱建物跡 地LLJI百及び 3層の下層にて検出。

確認された全体の構造は梁行 2間・桁行 3間て長方形プランの建物である。

南北4.80m.東西7.88m。

は， P25(深さ46cm)を除いて全て約60cmの深さを示す。柱穴プランは円

形もしくは楕円形だが，他の柱穴と-!iilr¥を重複するものもあり一定でなく，約

- 37-
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40-50cmのものが中心を r1jめる。

建物の方位は*内械であるが. Eー5・ SをIJ;す。

- 38 
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ii'i:怖が立地する地fJ(';t:， 3層ドに炭化物を多担に含イfする u討をイ1・する5820錨立柱建物跡

か，SB20はこの 31Mト.げii及びド1M耐にて，他の多くのHf(と共に験lHされた

令{本の構造は14行 21l1J・桁1J・31昔lで長)j形プランを 'ιす。*内7.36m・IH北3.80m，

十l:火は円形もしくは桁円形の・f1:由ープランを 811す。十LiにL由のげl径は、lè.t~'J401cm を小すか-定し

革帯
主詳:担

11120喪
5620柱穴肘調理理

その，(!.1予は‘11:底面にH:アタリのクボミを有するもの:{!ytlをなミし.ておらず，

京Ifljか約40cm梁行手IJて，I!.jI(Uが約50cm，!~-Jl ~cmである ， ì采さは千.t~J45cmだが，

これも地形が*西にゆるやかに傾斜していることによるもとiもな "ており.

のと行えられる。

i1H品内‘l'1mには多1.tの炭化物が散布fされており.又，周辺の多くの村火にも

:~\J 



含まれていることから，一帯ヵ、

焼失した可能性がある。

建物の方位は東西隙で. E 

5・-wをぷす。

~(Ô) 。。丘
5821掘立柱建物跡 確認され

た全体の構造は梁行 2間・桁行

3聞の総柱控物てある。東西9

16m・南北4.64m

柱穴の深さは北面と西面の領IJ

柱部分で・50-60cmであり，他面

は40cm内外と浅くなっている。

これは地形が尚.東に向かいゆる

P. p， 

。 。
p" 

G @ 
PII 

。
P .. 

。

P. 。。
p， 。

N 

ベ。。P.

。
やかに傾斜しているためと A号え

られる 柱穴の、F面フランは全

て円形もしくは怜円形で，、11.だj

I{{径45cmを呈し， 上出から柱痕

跡をうかがえるものもあるが，

その大半は輸郭が明瞭でない。

柱穴県土は縄色粒i比入の粘質性

:!.~色上て、あり，炭化物を全体的

~ @ i-P. 

ム同調

。
に多〈含む 第40図 5818実測図

建物の}j位は，京商怖でE-

6
0 

Sを示す。

5822掘立柱建物跡 2府にて検出される。重放する SB23・

SD47とはほぼ同一平面上でレ確認された

全体の偽造は 2間・2間の身舎を，;(:Jする 4面!庇の建物である。

南東端の柱穴は粘貨を行なったが確認されず，北西端のP24も

も低めて浅いものであコた 米商9.56m・南北8.16m
1121褒

5821柱穴計測褒

十l.穴はI:rfiiから多くの場合円形のHJl追跡を隊必できた。H火の‘|ξ耐フラン

は円形であリ，その l{{径は身合部分カ、庇部分より、y: j~Jで約 7 cm科大きく 36cm

A二

4 

2M 

日百王制
一一-I ........... 止ヱー轟ふ皐司

i身同士丑÷去す!l

… … … 1・r::m::>>:王二証工:IIiI

-
1122褒

5822柱穴計測喪

である。掘り方は12側が 2段に似り込まれ，底面に村アタリを有するもの 9例 3 その，({径は底

部では12cm.身合ffr;分で16cmの平均値をぷすP 深さは46cmを段深とし身合部分て'-30-46cm. 圧ビ

40 
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5820実測図第41図

ヂj~)fl直で身合部分が 9 cmf~!深いa部分では 6-33cmを測り，

しSB22の性穴， Pl3・Pl5はSD47と蚤後しているか， SB22が後時!Ulにつくられたものである a

たがってSB03J1iで述べた世u< ， SD47はSB23に付以する追払との弔えに立つなら， !屯彼する 2

SB22がSB23の後につくられたものであろう 。ill物遺偽は，

Wを "J~す。
• 

1
 

1
 

E Jk内陣であるが，-ill物のJi伎は.

2層の下!層部で検出された5823鋸立柱建物跡

辿楠は隅丸万形で現状にめくる泌内のほぼr!1央に位置する。石器-認された控物迫協は 2・2t:IJ 

束尚3.88m・南北3.84m。

-41 

のゆがみを持つ正}j!f3プランを呈する



十1 火の‘I~rilIブラシは円形であり .そのI{t:í子:HH~:{()\lnて‘ ・I~j~)L.::2bcmにほぼ

fT殺する。深き !H5cmを紋i菜とし.これもは:.!" l' j~-)fll(:{9cmノ〉よさに j5: fll，をふ

す 、 LI自lかられ波町、は舷起きれないか. ，点的iにト，.アタリ 乃 7ボミをイiするも

の 2伽| その，(..げはーfej!'Jl~cmて'ある

5824繍立柱建物跡 21Mの I")M自1;で目1¥九}j形フラシを Vす府状泌と共に検

11¥された ，

全体の怖j主は1ぷ1r 2間 ・村r1r 3 IBJであるがrtJJk端のfliには伺必できなか勺

た。 ~ù1tî6 目 32m ' r崎北3.84m。

付火の1:由ーブ・ランは円形であり .その IW f:!i. ‘ I < t~)~~lcm を測る 3 泌さは40cm

を最深として20-35cm内に掘ら il. 全体的に小さく n(~、ものである fHu跡
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は明瞭に維認できないが，底面に柱アタ 1)のクボミを

f壬は11.5cmである。

るものが 2個検出さオしその平均直

遺構は遺跡、内では し，土面の乾燥が早く，プラン内部はしまりぎみである。

東西棟であるがE-13
0

-Sを

2層の下層部で最初検出されたが，

はさらに掘り込みヲ地LlJaiでj検出された。

された全体の構造は 3間・ 5問でほぼ長方形のプラン

東西11.96 m .南北7.04m。柱穴プランは円形もしくは楕円

る。

大とし平均39cm内外に 8割方がi司値を示す。柱痕跡、は 2例認められたがヲその

目的であった。深きは67cmを:最深とし平均43cmだがラ北南側柱通り

のものが{c主くなっておりラこれはi也形カ1淳に{頃辛|していることによるものだ

Jコつ SD36の溝と切り合っているが，出土状況からみて しい。

るがE-f-Sを示す。(熊谷)

1)グ)P12・P23・P24

言語25表

S825柱穴計;別表

SEOl 2 J語 )にて検出。 SE01はSI06遺構ーと しているが

SI01が新しし)0 

掘り方の上面プランは隅丸方形でラ

に転じ司段を形成した

音IS分のクボミを有a している。

内部に井i~IJ が現存しておりヲ

1)鉢状に掘り込まれ，上面 f60cm程で方形フラン

ち込む。 は
よクロムP

!:;!てど

を[21J隅に拘¥IJIi間企をす

であるろ隅柱は一端を鋭く出IJt) d 守、
白幽 h一、 した を毛上にして浅く埋め込まれて

お r)、 より

30~40m の所に納;えを

うがって慌桟を-.fQ

わたしている。その外

側に現存する長さ 50~

4守'

づっでかけるが令 i二

は腐巧しており不明

である。隅柱は木幹を

荒けずりし，底部の表
議44図正01

- 44 
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l1Liを焼いている。横桟は， I断面を三角形に荒削りし，縦板は rlJはぼ10cm干liに して木日にj仕

って極めてシャーブな削りを入れている。材質はいずれも杉である。

と青白磁片が出土したの青白磁は鮮やかな青白色の手111調で宅表出に結品状の:f{入がみら

れる。:f1fiill4~は弔ほほ、原塑をうかがえるが‘摩耗が厳しく器表面ーの痕跡はほとんどわからない。

底出'の出;径は12.5cmで¥厚さ 1.5cm程の底部を形成する。現存状態で器高は11.5cm雫 LJ径は27.8

cmてV 胎土は慨を含み部分的に器表面に浮き出ている。焼成は良くなし色調は内外国とも白

色系統のベージュ色である。

2層 出。上面プラン

を持ち外WIJにふくらみぎみに宅ほほ、垂直に下りてゆき，

ーし六品
1
fゲ
パ
」

ゆるし r) 吉本

ラプOcmでさらに その後再び急、傾斜で底面まで落ち込む。

r:Jす剖目立構としては雪上回一F90cm(二， ¥1同性痕六が 2ff出碍認さ jし木組井戸であろうー

より

8層より珠洲系土器片

した。珠洲系土器の装胴部片は外

面に条線のタタキ目を有し，内面には

円球状の抑圧具によると思われる長軸

3 ~ 4 cmのf青円もしくは円状のクボミ

を有す。胎土は梓L砂を含有。焼成は比

較的よし内外商とも青灰色を
第46国 5E02出土土器

された全体の構造は北西方向にふくらみをSE03井戸 2層

円IIラブラシを

を通じ不整:出向プランで匂軽い放物線状を描きながら底面まで落ち込んでいる J主出に

は長判J41cmヲ短車l1i21m，?奈さ 14cmの楕円形及Uご30cm，20cmヲ 4 cm(J)不笠出円形のクボミを有すリ

また守慨が 4fnl~1底部に存在した。 遺構は南端部でSDllと官E重複するがラ SDJlが時期的に

行している。内部施設の痕跡は確認されず素J屈り井戸である。

る周辺は特に 2層下に炭化物混入のIJ古褐色土が，厚さ約 6crnの層

をなし守 3層を形成している。 SE04はその 3層のはほIII膚で給出された。全体の構造は西方向

にふ〈らみを持つ楕円形プランを

:l;i，<Jlり方は上面下60cmまですり鉢状にゆるやかに落ち込むが，その後はほ、垂直:に底面まで堀ら

れる。底面中央部には直径44cm，深さ 6cmのクボミがあり，この部分をおおうように大小 6他l

の石カサ食出された。

内部施設の痕跡は確認されず， である。

46 



SE05井戸 2層の下層部で検出。

を通じ円形プランである。掘り方は広口状でほぼ放物線を描きヲ上出下 2m地点で軽い

段を形成しながら，車径50cmヲ深さ30cmのクボミ状の底面をなす。

内部施設の痕跡は雄認できず，素摘り井戸である。

埋土 4層には多量の炭化物が含まれている c

出土遺物は 9 層から刀子が出土した。柄音I~ を欠く

が現存する万部長16.lcm ，r!]は最大で1.7cmで、ある。

刀部は両国を砥ぎ直刀である。

第47函 5底的出土鉄器

フランカイほu.，円形を 約1

なり，軽い段を形成。この部分に井側のものと思われる厚さ 10-12cmの板材

J'，'が 8)'，'検出されたの十反村 J土木日にそって極めてシャーブに自IJられている。!ま雨は

深さ 14cmの円形;伏のクボミを形成している。

より青磁が出土。 高台を付した碗の底部片で税調は補色ぎみの黄紙色，内面

には貫入がみられる。

2層下層面にて検出。

f) ，段を形成。この部分に陥柱痕

3倒を検出。 30cm程ゆるやかに

傾斜した後，まま直に近く底面ま

で落ち込む。!底面のはほ中央部

には直径20cm，深さ 10cmの円形

のクボミや呈

鴎はわずかながら

くなり土質も周辺と異な勺ている c

から珠洲

ロク口調整が施され

り痕を留める。

内面は回転ヘラケズリ調整をな

し， 19-20条の沈線を 1単位と

する， [1届2.5cmのおろし目を施す。

2層の下患部で検出。

にすり鉢:1犬に揖られ，

は深さ 10cmの楕円状のくぼみを 令。

ランは隅丸方形を呈しヲ r_面下80cmて、'(1ほ方形にな

を通じ平面プランが円形を呈し掘り方は最初ゆるやか

を形成。その後手垂直に底面まで落ち込む。

47 



内部施設の痕跡は確認できず，

掘り升二戸である。

5層より珠洲系の護)JIS

外出には条線:1犬のタタキ目

を部分的に入り組ませている o I有j五i

は円礁状の押圧具によると思われる

3.5cm程の円形のクボミを有す

るn 胎土は粗砂を 部分的に表

ヘ~

~ヘ
SEO告

正一

f
/

第50図 SE06'""-'10実測図
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浮きでている。焼成は比較的良好で青灰色を

S底的井戸 地山田にて検出 n 上部プランが偶丸方形を

掘り方は上国から急伸、斜で落ち込みながら方形プランを呈して¥;'¥く。上面下 2mで乾く段を

形成しこの部分に隅柱痕を 1個検出した。他は 9 部分的に崩壊した様相がうかがえ，消失した

ものと思われる。 その後， 1直島宣:径8剖Ocαcmの不i整5芸4円形を字主民して4ωOc叩[口mf!

らに!底底部は直t径壬28配cm叫， 1:深菜さ 5cmのクボミを

5芭10井戸 地山面にて検出。上面は楕円形を呈L，上面下40cmまで、指針状にゆるやかに掘り

込まれ，この面で明確な段を形成，平面プランを方形に転じ骨その後雪垂直に底面まで掘り込

まれる。段部にはラ 4個 さIIた。 は長軸40cmの楕円形のクボミがラ j架さ

18cmでロート状に掘られる。

屈に柱穴が雑誌、され‘ 上屋としてのプラン構造が考えられる。

6層より器形は不明であるが底部片出土。外面;主体吉1)から

椋:1犬のタタキ日を斜位に施し底部には静止糸切り痕が認められる。(熊谷)

(五)

SKOl 平面形は長軸2.50m・短軸2.20mで不整円形を

床面はやや起伏があるが堅い。

o {:菜さ 30cm。

かけ太い条

出土遺物は多し土師器護・土師器杯・須恵器杯・鉄棒などが出土している。 1は床面出土

手によい赤褐色を呈している。内面には炭化物が付着している。底部は回転糸切

りで切り離し，文字は読みとれないが，墨書土器であることがわかる。 21ま土壁土出土の須恵器

杯で，巻き上げ技法による成形の後ロクロで形を整えている。胎土には小石を含み，灰黄色を

回転糸切り底で，無調整。 3は床面出土の土師器杯てコ無調整の凶転糸切り底に「万」とい

う文字が書かれている墨書土器である。焼成は良好で監し色調は桜色でヲ口綾部は重ね焼きのせ

いか炭化物が付着して

いる。 4は埋土出土の

土師器で小型である。

回転糸切り底で炭化物

が付着している。胎土

には小石を含み，色調

はj芳賀楼色を

SK02土塘平田形は

1辺2.80mの隅丸方形

ぷ曹

¥ 
第51図 SKOl出土土器
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海:さ 25cillo

床面は平担であるが，柔らかく粘性がある。

埋土は自然よ断言iでラ中間に炭化物を多く がある。

した珠洲系土器でラ外面には比較的細かいタタキ白，内面には珠洲焼

る。 この他に埋土から . :jiJc?宰 e 底面からは

- 50-



青磁の破片が出土している。

SK03土議 SD05と重複し，本遺構の抗告いはわ 州共去三大
ー、之、ごて.~汽点二ふと入川ミごと‘

7.1る。~，訴えやミぶヤト;
iホ;吋.，'，:;之主主ζ ミ-
亘加、こムよ心.，~も‘為、入""- 1t: .... :ヘ、よ¥

平面形は 1辺が1.80mの隅丸方71ラを呈す。深さ20cmo

床面は平坦で良好。この床面 i一二を炭化物と焼土のjII
第53図 SK02出土土器

入した層が覆っていた。

遺物は埋土から須忠;器の底部，床面から第54

出の須恵器底部破片が出土している。内面にロ

クロによる水挽き成形の痕が明瞭に残り，底部

は回転糸切りで無調整。胎土には小石を少し含

みラ色調は灰色え〉早す 第54f1f1 SK03出土土器

平面形は重箆O.90mの不整円形を呈す。 採さ 15cm。

床面は良好で，床面上に炭化物の薄い層がラ壁には焼土層が見られ，全体的にも焼土・炭化

物を含んでいる。

SK05土壊平田形は直径1.40mの正円形を呈す。深さ30cmo

床面はほぼ平坦。

埋土は北側から土砂が流れ込んだ形跡、を示している。

出土遺物はすべて理士からで土師器杯・護などの底部や，須恵器の破片が少しある。

SK06こと壊 SB07の柱穴のひとつと重複している。本遺構はSB07の柱穴に切られていたので

SB07より占いと，思われる。

平面形は長軸3.50m' 短軸3.00m の不整円形を呈す。深さ 20~30cmo

床面は起伏が激しいが竪くしまっている。

:埋土上面には焼土。炭化

物の粒子が混入していた。

出土遺物はすべて埋土か

らのもので，須恵器杯 e 自

読者自のかかった

師器杯や襲などが出土して
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第55図 SK06出土土器@土錘

- 51-



を含み，色調は灰色。 2はかなり厚めの須恵器葦で，内面にロクロの使用痕が明瞭に残り，右

田転であることがわかる。暗灰黄色を呈す。 3は土師器の高台付杯で，内面を黒色処理してい

る。内面はロク口使用による指紋がみられる。底部は回転糸切りで切り離され無調整。胎土に

細かい砂粒を含み，色調は浅黄楼色。 4は淡楼色の土錘である。

sκ07土境平面形は長軸1.40m'短軸1.00mの楕円形を呈す。深さ約15cm。

床面はしまっていて堅いが，やや起伏がある。床面上に薄い木炭層があった。

本選構も出土遺物が多くすべて;埋土中であるがき床面に近い部分に集中していた。 1は

器杯の底部で酬が激しい。底部 ¥¥ ~ 、工主孟
はへラ切りで，胴部から底部へ至

る部分は丸味をもっ O 胎土には細

かしイ少粒を含み，色調は灰白色。

2は須恵器杯で守回転糸切り!氏

無調整。文字は不明だが墨書土器

である。内面にロクロ使用の痕が

残り，右回転であることがわかる。

灰黄色を呈す。 3は口縁部を欠損

した土師器杯である。摩滅が~~k し

いため詳細は不明。樟色

4は土師器議で口縁部は段を有し

強く外反する。口縁部には横方向

胴部は不規則なカキ自が見られる。

内面はすべて横方向のカキ目であ

る。胎土には細かい砂粒を含みに

Jt山稜色を呈すが，内面の口縁部

には炭化物が付着している。 5は

y
n
k
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第56国 SK07出土土器

須J色;器で，内面には同心円状のアテ痕，外国には斜めに交差させた平行なタタキ自の上を上か

ら下にへラナデの痕がみられる。色調は暗青灰色，内面は灰オリ

須恵、器や土師器の杯，言葉の破片が出土している。

SK08土壌 SKllと接する。平面形は長軸2.80m.短軸1.80mの楕円形を

床面は焼土が薄く散在しておりやや起伏がある。

を呈す。 以上の他にも，

深さ 10cm。

出土遺物は;埋土上面からの須恵器高台付盟 1点のみである。淳手で回転糸切り底。高台部は

張り付けた痕が明瞭に残る。胎土には細かい砂粒を多量に含み，色調は灰色を呈す。
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SK09土横平面形は長軸3.00m.短軸2.20mの不整円

形を主す。深さ20cmo

床面は平坦で、堅くしまっている。

埋土には若干焼土の塊が入る。
第57関 SK08出土土器

出土遺物はすべて出土からである。 1は坂恵器杯の底部

でへラ切りの痕を残している。胎土には小石を含み，黄灰

色を呈す。 2は土師器杯で摩滅が激しいが，わずかに回転

糸切り底であることがわかる。胎土には細かい砂粒を含み， ¥ I 

を呈す。タタキ自のある須恵器も出土している。 汗一一一一一「 ノク

SK10土壊平面形は長軸2.80m'短軸2.30mの楕円形を ~ 巴ご士~2

:菜さ lOcmo

第58間 S~く09出土土器
床面は起伏がある。

出土遺物は土師器や須窓器の杯 s土師器の護が出土してい

るが，すべて埋土からである。 1は土師器杯で，摩滅が激し

く詳細は不明。底径は口径に比べて小さく，内湾して立ち上

がる。胎土には細かい砂粒が含まれる。色調は澄色。 2は口

縁部欠損、の土師器杯である。底部は回転糸切りで無調撃。胎

ゴ二には細かい砂粒を含み色調はによい様色を呈す。外面には

炭化物が付着している部分がある。焼成は良好で、堅い。なお守

ら炭化したクルミが出土している。 第59図 SK10出土土器

SKll SK08と る。平面i形は長軸2.80m・短軸1.20mの溝状を

床面はやや起伏があるが良好。

SK12土議 SD03によって切られている。従って本遺構はSD03より古い。

平面形は長軸2.ωm・短軸1.50mの措円形を呈す。深さ 15cmo

床面はやや起伏がある。

SK13土議 SD02によって切られている。本遺構はSD02よりも古い。

平田形は長軸2.90m'矩軸1.70mの楕円形を呈す。深さ約10cmo

床面は起伏が激しい。

埋土の一部に，炭化物を多く含む部分がみられる。

j菜さおJ65cmo

遺物は，理土から高台付血と思われる須恵器と土師器破片が， 2点出土するのみである。須

恵器の底部には回転糸切り痕が認められる。

53ー



l
b
r
F
e
M
M
O
M
M
O
 

l凶[1[-5何色 10Y R% 
h"i uiH!J@' 7.5YR% 

3隠 11吉潟色 7.5Y 1，% 
4将 11前日['2 7.5Y R% 
1凶崎市色 10Y R:h 

61日褐色lOYR%
71凶褐色 10YR'Y4 
自1:，')渇色 lOY1，% 

¥:1>_ __lL 

ピ;みd 五平ア/

ι 

N 

A 

二三三三三五ア:
N 

十

~\ ¥ SK15 1...s_ 

ム印刷 A 

、 、、-

ミ茶話す
11所 i倍褐i::!. 7.5Y R;~.:l 

211"111存褐['2 7.5Y R"I.， 
3回応対色 7.SY I~ JI:~ 
tJll"l U古ifJ色 10YR% 
5府泌色 10Y I，'/:， 
6回路褐色 7.5YHYl 
71i"1褐色 lOYR'¥!.， 

4Z51ぶ

之《寸"

一寸才『之-_二三_-二二:::gz::ア

21菖 ntf褐色 7.5Y
7.5Y 
7.5Y 
7.5Y 
7.5Y 
7.5Y 

主凶・"。

邑

キ言語ぞU

[1fT怯H0.
目的自(!l
11存筒~
H百褐色
柱1色

jぷ1尚~
潟色

N 

10Y Ii:'!a 
10Y R% 
10Y R% 

.---ーで一~
ぷ〉一一一三ミξ¥

¥ r 1 Jt 
.iL¥ ¥開2 / J 

~. /〆¥〆-

hi…ooik 尋
ぷ

一て二二二二江一一~ベレ/

h
r
z
u
-
g
o
 

N 

A 

寸 手 ア
} J(tj !111m色 10YR% 
2ζぶいlIH白色 10YR% 
31沼崎!日色 10YRろえ
4}バ HJ 色 10YR% 

N 

A⑪子
ムL・33.1甜..!:!-

~ 
1岡県褐色 7.5YR ろも
ZfM自白褐色 7.5Y R'Y3 
3凶 H古潟色 10Y R% 
<11持 ls 色 7SYR'¥I.1 

F A  

一宮守~

11M l!J色 7.5YRY，
:， 1段階褐色 10YR% 
4防災潟色 10YR% 

第60図 SK07"'-'24実測図

- 54-

/ ¥λ  

ムし SK19 )/ム l斜路1馳 10YR'Y， 
¥. ¥....__// 2附 fJ¥1白色 7.5Y r~ 弘、V 3}前 uom['2 10Y RY3 

企…ご:;-;;:-' '̂ 4日当時渇色 7.5YR%
ム』・一 品 5l'前日制色 7.5YR3j.， 

J 日間然褐色 7.5YR写生

L.:ごn.!..rゴ 7腕 H間色 7.5YR% 
~~ 81，段褐色 7.5YR'Y3 

照
的
問

4
5
l
a
η
J
U
 



SK14土議 SIu8と重複している。本遺構は

平面形は SI08を掘る前の段階で，

において SI08をv切っていた。

深さ 10cmo

床面はやや起伏があり ;支いピソト 司令

遺物は土師器の小片が l点，埋土から出土しているだけである。

SK15土壊平自îJf~ は長事rlJ l.OOm 命制軸O.85m の不鞍円形を呈す。 深さ30cm，-，

床由ーはやや起伏がある。

SK16土境平面形は直佳1.45mのよ正円形を

床面は起伏がみられるが開くしまっている。

は土師i器杯 e

須忠;器杯があるが，

1)底。内面にはロクロ使用の

痕が明瞭でヲ右回転であるこ

とがわかる G 胎土には砂粒が含まれ，

ものより少し小型で厚味がある。回転糸切り

土からのものである。 Iは担(

忠でtlIòJ音I~から

部分がJL味をもっ O

回転糸切り!底で，口径に比べ

て底径が小さめに{乍られてい

る。灰黄色を早す~ 2 

器碗の底音15でi止い高台がつく。

ヱt二{本から引き出され

ているようである。回転糸切

1菜さ 30cm。

『
/ 

Q 

5 

焼成は 3は士官l1l器材よで他の

ι
¥
!
j
i
 

第61図 SK16出土土器

多一

胎土には小石を はj炎赤桂

を呈す04は土師器で口径によヒベて底径が小さい。底部は回転糸切りで無調整。胎土にはキlI!

かい砂粒を多量に含む。色調は底部付近が暗オリーブ)天色で，他は樟色を呈す。二次的加熱を

受けているようだ。 5は土師器薬で，口縁部は外反して稜をつくり内湾してひき出される。外

はロクロ整形の痕が，内部には横方向のカキ日がみられる。胎土には小石を含みヲ色調は

棺色を

SK17土擁平面形は直径1.10mの不整円形である。深さ50Cffio

床面はなだらかな盟A犬を主し堅くしまっている。

埋土の中間に，焼土と炭化物が入り込んでいる層がある。

SK18土壌平面形は長軸1.50m・短軸1.00mの不整円形を

55 

深さ 20~30cm。



床面はなだらかな血状を呈し堅くしまっている。

埋土にはロームの粒子やブロックが多量に混入していた。

遺物は床面から出土した土師器斐の底部のみである。腕部外商

には縦方lムj，内面は横)jICljのカキ目がみられ， )底部は厚くとび出

している。胎土には小おが多く含まれ，色調は淡樫色を日す 第62図 SK18出土土器

SK19土壊平面形は長軸1.10m・短軸O.90mの不整円形を呈す。深さ40cm。

床面はやや起伏がみられる。

SK20土壊平面形は長軸1.30m・知軸1.OOmの楕円形を呈す。 深さ 10cmo

床面はほぼ良好。中売にピヴトがあり焼土の層がみられた c

埋土にも全体的に焼土ー炭化物が多く混入する。

SK21土壇平面形は

床面はほぼ良好。

60mの正円形を呈すのi菜さ 20cm。

SK22土壌 SI02と東壁を接している n

平面形は長軸O.80m.短軸O.65mの楕円形を呈す。 深さ20cmo

床面はほぼ良好。

SK23土雄平面形は長軸1.15m.短軸1.00mの不整円形を

床面は良好。

j菜さ 15cm"

SK24土壊平面形は長軸1.15m.短軸1.00m

床面は良女子。

を皇す。深さ25cm。

SK25土壌 SI06を切っていた。ゆえに SI06より新しいも

のと忠われる。

平面形は直怪1.40mの正円形を呈す。深さ40cmo

床面は緩やかに血状に律み，良好。

遺物は埋二i二から沼恵器の杯や土師器の破片が出二Lしてい

る。

SK26土壊平面i7f;は直径1.30mの不整円形を呈す。深さ

20cm。

床面はやや起伏があるが，たいへん堅くしまっている。

遺物はほとんど埋土からであり，土師器高台付杯・

器杯の破片が出土している。 1は須恵器杯で腕部から底部

に至る部分は，jv味をおびる。底佳は口径に比べて小きい

が，器高はあまり高くない。底部は回転糸切りで無調整。

- 56 
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胎土には細かい砂粒を含み，色調は明褐灰色を 2は須恵;器杯である。底部は回転糸切り

で， 色調は褐灰色。床面出土の 3は土師器禁の木葉痕がついた底部で飛び出しており

胴部にはりつけた痕がわずかに残っている。胸部外面は縦方向‘内面は横方向のカキ自がみら

れる。胎土には小石を多く 色調はに v~~.い掻色。

SK27土壌平面形は長軸1.00m.短軸O.70m

床面は良好。

SK28土蟻平面形は長軸1.10m・短軸O.90mの隅丸長方形を

床面は平坦で、たいへん堅くしまっている。

理土の中間に炭化物を多量に含む震がある。

。深さ 30cm"

j菜さ 20cm。

遺物はすべての埋土からのもので，土師器護や杯・タタキ自のある須恵器の破片が出土して

いる n

SK29土議

床面は良好。

.70mの正円形を呈す。 深さ 15cmo

遺物は全て埋土からで土師器杯や護・内外面にタタキ日のある項恵器などが出土している。

SK30土撲平面形は長軸2.40m.短軸2.10mの隅丸長方形を呈す。 深さ 30cmo

床面は起伏が激しい。

出土遺物

は多いが，

ほとんどL型

土からであ

る。 1は須

と北壁

のF呂のピッ

ト内からふ

たつに割れ

た形でHjゴ二

した。 胸部

の上方に膨

みを持ち，

上半部は口

クロ痕とと 第64図 SK30出土土器
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もに，意識的につけられたような沈線が巡り，下半部は下から上への，ヘラナデを施している。

底部は高台が付き，回転糸切りで切り離した後，指で押し消したようた痕が見られるが，あまり

しているため詳細は不明ロ更に、この底部についている高台は張り付けてい

ることがわかるの色調はオリーフ、、黒色ハ 3は土自Iji器杯で摩滅が激しい。口径に比べて底径が小

さい器JI予をしている。

胎土には細かい砂粒が含ま jし

台付国lで，底部の切り離しは不明。

5は土帥ー器禁の口減部で外面は摩滅が激し色を

い。口隊部はあまり外反せずにはほ垂直に立ち上がるが，口唇音Ijは少し折り返された株が巡っ

ている。 内外出とも横方向のヘラナテ"がなされている。胎土には小石を含みラ色調は明赤褐色。

6は土師j器三撃で小引になるものと忠われる。口綾部は括れてから強く外反する。外面の口

と内面は横方向弔外ffiiの制音15は縦方rriJのカキ [1がわずかに見られる。胎土には小石を多く合み

している。 2は土日rli器科で

これらの他にヲ右l~石 z 土師器の

している。

で、γy内ヨ引i尚而均有詞一の 口持縁F弓改母改才部5

わずカか斗に残る底部カか斗ら回転糸切り民と思われる O 権色を

・六条の'j;七i視の巡る土師器な

SK31土曜平岡形は長車rb2.30m.短車IIJl.40mの楕円形を呈す。 深さ 30cmo

床面は.DIL状に窪み， やや起{えがある。

出土遺物はすべて煙土からでヲ土師器・須恵器の杯、やタタキ日を施した須忌'.器がある。

SK32土壌平面形は長軸1.20m.短軸1.00mの楕円形を

床面は緩く血:1犬に

j来さ40cmo

遺物は埋土から， 口 l点出土しているだけである。

している n平面形は長軸1.20m・知軸0.90m 言レSK33土曜 SB14の 1柱穴と

j菜さ 10cmo

は

i宝物は須恵器杯の底部と土問i器の小片の 2点のみである。

SK34土靖 SB140) 1柱;¥1ニよって切られているの

平面形は長制I2.90m.短車flJ1.10mの不整形を呈す。 深さ lOcmo

はやや起伏があるカtはほ、良好。

し1 と思われる。

より i員三~:器杯の口縁部破片.二j-_ß市器の小片を出土したのみである n

SK35土塘平而71:手は長車rlJl.40m・r1ilirbo . 70 mの楕円形を

床出は

遺物は埋土から土師器及び須恵器の杯の破片・内外面にタタキ目のある須Jt~器が出土してい

る。

深き 10cmo

SK36土繍 平面i形は長軸1.15m.短軸0.55mの楕円形を 深さ約40cm。
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床面は良好O

SK37土議

床面はやや起伏がある。

遺物は土l~m器・ 2頁恵器とも杯・斐の片が埋土から

を呈す。 深さ 30Cffio

床面はやや起伏がある。

80. 20m(/)不整形を呈す。 1菜さ 20CIno

00111・短軸1.50m(/)隅丸長万11ヲ

底部の切り離し

しておりヲ

胎土には細かい砂粒を

している。

20m.主再車出0.80

mの不整円形を

深き 1OCffi 0 

床面は良好。

SK40土壊平面形は

長軸2.20m'短軸1.80

mの不整形

さ20CIno

床面は良好。

i毒物はすべて埋土か

らの出土で，土師器将;

・タタキ臼のある

ある。

SK41土撲平面形は

長軸2.20m.短車fH1.80

mの不繋円形を

深さ 20CIno

床面は平坦で良好。

出土造物は多いカiす

べて埠士からのもので

ある。 1は須恵器11くで

じ
い
同

り
J

ソノ
、
1

している。

しくラ

第67図 SK4t出土土器
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仁i怪に比べて!ま径が小さい。摩滅が激しいので詳細は不明であるが，底部は出!転糸切りでラ if堅

調整である事がわかる。灰黄色を主す。 2は1fI恵器杯で号 口径に比べて底径が小さい器司王を呈

桐音Ijから底部に至る部分は丸味を持ち，口球部が外反する。やや厚手で回転糸切り底。胎

土にはノト石を少し含み 色調は灰色を笠す 3は沼恵器杯で摩滅が;れしい 3 灰白色を呈す- 4 

は土師器杯でかなり厚手。底径は口径に比べて小さし器高も高目でやや内湾気味に立ち上が

る。底部は回転糸切りで無調整。胎土には宗fIIかい砂粒を含みー色調はによいよ褐色を皇すパ 5

は土師器杯で少し厚手である υ 摩滅が激しいので詳細は不明 Q 胎土に小石を含み弓色調J土決亦

褐色を呈す合 6は土師器畿の口縁部で摩;戒が激しい。内外部とも横方向のカキ自がみられる奇

胎土には小石を多く含み，色調はJ藍色を皇す。 7は土師器禁てい今口縁部は外反し丸味をもって

内湾する。焼成は良好で胎土には小石を少し含む。色調は控色。

は直径O.75mの正円形を呈す。 深さ 30CIllo

床面iは良好。

平田形は .95mの正円形を呈す。 深さ 30CIl1o

床面は

造物は:J;f:立土からの土師器小片 1点だけである。

SK44土壊平面形は長軸3.50m.短軸2.10mの楕円形を主す。深さ 5~ 8 CIll。

床面はやや起伏がある。

遺物はj里土からの土師器小片 1点だけである。

SK45土曜ユv-山形は長軸O.85m・1豆軸O.65mの楕円形を呈す。深さ 30Clll"

床面は

70mの正円形を

している n

.45mの不整円形を

SK49土壊平面形は直径O.65mの正円形を

床面は平盟で良好。

SK50土婿平面形は直径O.73mの正円形を

床面は血状を呈し，深さ 10Clll。

、.ì~ ムマ「ハ<*c‘DυClll 。

j菜さ 30cmo

深さ 20mo

埋土にはロームの粒子やブロックが多量に混入していた。

- 61 -
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SK51こと壊 SBI0の 1柱穴によって切られている。

平面形は直径0.75mの正円形を呈す。 深さ20cmo 床面は平坦

であるが柔らかし粘性がある。

平面形は直径0.85mの正円形を呈す。深さ40cm。

床面は良好。

埋土にはロームの粒子が多量に混入している。

平面形は

床面は緩い血状を

70mの正円形を呈す。深さ40cm。

70mの正円形を呈す。深さ25cm。

床面は中央に るが弓 ftsはほぼ平坦で良好。

56mの正円形 深き 20cmo

床面は

平面形は直径0.60mの正円形を呈す。深さ 16cm。

床面は緩く皿状に窪んでいる。

平面形は産径0.60mの正円形を呈す。深さ 18cm。

平面形は 50mの正円形を 深さ20cmo

平田形は産径0.40mの正月形を呈す。深さ 10cmo

炭化物を含み，下層は焼土粒子を 混入する。

遺物は埋土からで，土師器小片と内黒土師器破片のみであるつ

平面形は寵径0.80mの正円形を呈す。 深さ20cmo

床面は平手l

SK61土壊平面71ラは長軸3.25m'短軸2.50mの不整円形を呈す。深さ40cmo

床面はやや起伏があるが毘くしまっている。

遺物は埋土から土師器及び須恵器の護の破片が出土している。

三lL面形は長車rnO.80m.短軸0.60mの楕円形を呈す。深さ40cmo

床面は良好。

SK63土靖平田形は直径0.80mの正円形を呈す。深さ40cm。

床面は良好。

SK64土簸平面形は長軸2.10m・短軸1.60mの不整円形を呈す。深さ20cm。

63 -



床面はほほ、平坦。

埋土には全体的に焼土粒子が混入しており，床面上には炭化物が散在していた。

SK65土譲平面形は長軸l‘20m・短軸O.85mの不整円形を

床面はやや起伏がみられる。

深さ20cm。

SK66土横平面形は長制IO.80m・短軸O.70mの不整形を呈す。 深さ20cm。

床面は良好。

SK6i土壇 SB12によってわずかに切られている。

遺構は， SB12より古いものと思われる。

平面形は直在O.70mの正月形を呈す。 深さ 15cm。

床面は緩い血状を

SK68土嘘平面形は長軸1.20m・矩軸1.00mの楕円形を

床面は良好。

平面形は

床面は良妊。

ヲOmの正円形を呈す。深さ40cmo

深さ20cmo

埋土には全体的に炭化物を には焼土を含む部分がある。

SK70土曜平面形は長軸2.60m・短軸1.20mの隅丸長方形を呈す。深さ 20cm。

床面は起伏が激しいが竪くしまっている。

四隅には主柱穴らしい配列の良い 4'f屈のピット (Pl~P4)が検出された。

なお， Psの埋土上麗には多量の焼土 z 炭化物が広がうており，ピソト内にも焼土粒子を混入

していた。竪穴住居跡の可能性も考えられる。

SK7l土雄平扇形は長軸2.95m.短軸2.20mの偶丸長方形を

床面はやや起伏があり令あまりしまってはおらず粘性が強い。

深さ30cm。

南壁の東寄りの部分に焼土の広がりが薄くみられ，

あった。

にも焼土が堆積している部分が

遺物はすべて埋土からである。第69図は須恵器蚕で外面は格子宮ふうタタキ話宅内面は平行

なタタキ目を不規則につけ

てある。口頭部は垂査に立

ち上がっており，自然柑が

薄くかかっている。胎土に

は細かい砂粒を含み，色調

は外聞が時青灰色，内面は

青灰色を呈す。この他に土
第69図 SK71出土土器
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師器底部も出土している。

SK72土購平面形は直径が0.70mの正円形を呈す。深さ 15cmo

床面は良好。

SK73土鐘平面形は直怪1.00mの正円形を呈す。深さ40cm。

床面はほぼ平;担。

遺物は砥石が出土しておりヲどの閣ともかなり摩滅している。

平面形は底径0.70mの正円形を呈す。深さ20cmo

床面jは良好。

平面形は長軸0.80m'短軸0.70mの楕円形を呈す。 深さ約20cmo

床面は良好。

平面形は長軸2.10m・矩軸1.20mの不整

形を呈す。 深さ30cm。

床面は良好。

遺物はすべて埋土からで， 1帯 2の他に土師器杯曇タ

タキ自のある土師器や担恵器 e 担恵器杯等の破片が出

土している。 1tま須恵器杯で巻き上げ技法で成形し，

ロクロで形を整えている。色調は灰黄色を呈す。 2は

土師器禁の口縁部で寸、型である。内外面にわずかでは

あるが横方向のカキ自が認められる。胎土には小石を

色調は浅黄穫色を

平面形は

床面は良好c

.65mの正円形を呈す。深さ 15cmo

平面形は車径0.90mの正月形を

床面は

第70関

深さ30cmo

4L面形は調査部分だけではその全体を想像することはできをい。深さ35cm。

床面はやや起伏がみられる。

埋土は南側から土砂が流れ込んだような形跡、をみせる。

SK80土噛平面形は長軸1.50m.短軸1.00mの不整形を呈す。深さ25cm。

床面は平盟で良好。

SK81土壊平面形は長軸0.70m'矩軸0.60mの隅九長方形を呈す。深さ40cm。

床面は良好。

埋土は全体的に焼土や炭化粒子を含むが，特に中央の層に集中している。
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j菜さ 10cmoSK82土壊平面形は長軸1.90m.短軸1.00mの楕円形を

床面は良好。

遺物は縦に半分に割れた土錘が出土している。

SK83土壊平面形は直径O.90mの不整円を呈す。 深さ 20cmo

床面は良好。

理土の中央の層は焼土ー炭化物を少々含むo

SK84土議平面形は長軸0.80m.短軸O.70mの棺円形

床面は良好。

SK喜5土議ヰヒ隅はSB03の 1柱穴に切られSK86と隣接している G

深さ30cm。

深さ20cm。平面形は直径1.00mの不整円形を

床面は良好。

SK86土壊 SK85と隣接する。

平面形は長軸1.75m.短軸1盆 50mの楕円形を呈す。深さ 20cmo

床面は良好。

OOmで正円形を呈す。深さ lOcm。SK87土壊平面形は

床面は良好。

SK88土壊平面形は藍径O.90mの不整円形を呈す。深さ 15cmo

床面は良好。
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自が施され，内面にも珠洲焼特有の押庄具痕がみられる。胎土には小石を含み宅色調は灰色を

呈す。

SK90土譲 SK89と しており，本遺構は SK89より新しいものと思われる。

平面形は長軸1.10m・短軸0.60mの楕円形を

床面はほぼ平担。

深さ 35cill。

SK91土壊 SK100と重複しており，本遺構はSK100より古いものと思われる。

平面形は長軸が切られているので，現状では0.80m を ~RIJ f)ヲ短軸は0.20mで東西に伸びる溝

状を呈す。深さ 15cill。

床面はやや血状に窪んでいる。

SK92土壊 SD06と重複する。 SD06は本遺構が埋まった状態で掘られているので¥後者は前

より古いと思われる。

平面形は長軸0.90m・短軸0.80mの不整円形を呈す。深さ40Cillo

床面は良好。

SK93土譲 SD06，と しており，本遺構は 1番古いものと思われる。

平田形は長軸1.00m.短軸0.70mの楕円形を呈す。深さ30Cillo

床面は良好。

SK94土壊 SD06と重捜している。本遺構はSD06より古いものと思われる。

王子面形は長軸1.00m・短軸0.50mの小判形を呈す。 深さ30Cillo

床面は良好。

SK95土購 SD06と重複しておりヲ本遺構上に SD06の埋土が覆いかぶさっていたのでヲ本遺

構:は SD06より古いものと思われる。

半面形は長車rllO.90m・短車DJO‘60mの小判形を呈す。 深さ 15cillo

良好0

SK鵠土壊 SD06と重複しており号本遺構が埋まってから SD06が構築されているため，

構はSD06より古いものと思われる。

平面形は長軸1.00m.短軸0.70mの椿円形

床面は良好。

。深さ40Cillo

SK97土境平面形は長軸0.75m'短軸0.70mの橋円形を更す。深さ25cillo

床面は良好。

SK98土鶏 SK99. SK100を切っているので本遺構の方が新しい。

平面形は長車fB1.10m'短軸0.80mの楕円形を呈す。深さ約65cillo

床面は竪くしまっている。
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SK98によって束竪を切られているので“本遺構の方が古いと忠われる。

平面形は SK98によってかなり切られているため，推定ではあるが直径0.50mの正円形を

るものと思われる。 深さ20cmo

床雨は良好。

SKl∞土壊 SK89. SK91. SK98と しており，

り古いものと思われる。

平田形は長軸2.50m・短車IUO.70mの不整形を

床面は良好。

5則前土譲平面71ヲは長軸1.40m. 

床面は良好。

OOm 

SK102土擁 SB03の l柱穴と重複しており，

とカ守在認されている。

SK91より来月ーしく， SK89・SK98よ

。深さ50Cl1lo

ず

でご 深さ30cm。

おいてSB03カ吋吋宣I事より菊fしいこ

平面形は長車uJ1.80m・短軸0.50mのひょうたん形を呈している。おそらく 2土墳が重捜して

いるものと思われるが，新!日関係も不明であり， 1土墳として記した。 深き20Cl110 

床面は束の方が;支しやや西に傾いている。堅くしまっており良好。

SK103土譲平面形は長軸1.20m'短軸0.50mの楕円形を呈す。 深さ40Cl110 

床面は平想。

5阿部土嬢 SD06と重複しているが，本遺構が埋まってしまってから SD06が構築されてい

るため，本遺構は SD06より古いものと忠われる。

平語形は長車rEO.90m.短軸0.85mの不整円形を

床面は良好。

深さ30cmo

SK105土横平田形は長軸1.00m・短軸0.80mの不整形を是す。 深さ 20Cl110 

床面は良好。

5阿部土譲平面Jf~は長軸0.9りm 窃短軸O.65m の楕円形を呈す。深さ 15CIn o

床面は良好。

SKi07土境平面形は長軸0.90m'短軸0.70mの楕円形を呈す。 深さ 10CIno

床面は良好。

SK108土鶏

床面は良好。

直径0.70mの不整円形を 深さ 25Cl11。

SKI09土壌平面形は直径1.50mの不整円形を呈す。深さ 15Cl11。

床面は血状に緩く窪んでいる。

SK110土横平面形は長軸2.40m.短軸1.00mの不整円形を呈す。 深さ30cmo
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床面は良好。(田口)

⑤ おとし穴状遺構

TPOlおとし

は N-50
0 

-W ，~ 

壁は約75
0

の傾斜で70cmほど立ち上がる。

平面形は長さ3.00m・rrJO.50m・深さO.75mのi害状を呈し，長軸方向

底面は

TP02~ヨとし穴状遺構 平面形は長さ3. 20 m . 1110. 30 m . 深さ0.60mの溝状

は東西に一致する。
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壁は約80
0
~850 の傾斜で60cmほど立ち上がる。

は焼二!こ・炭化物を含んでいる。

TP03sとし穴状遺構 SD53によって切られている。平面形は長さ3.00m'巾0.50m'深さ 1

20mの溝状を呈し，長軸方向は東西に一致する。

壁の上部20cmほどは約50
0
の傾斜で開いているが，その下は垂査に下る形を

底面はほ

埠土は中間層が堅くしまり焼土を多量に含んでいる。

TP04おとし宍状遺捧 平面形は長さ 2.80 m . rj] 1 . 10m .深さ0.60mの構状を呈上長ili由方向は

東西に一致する。

壁の上部25cmほどは約30
0
の傾斜で開いているがヲそ

底面は平担。

理土はよ層が堅くしま 1)焼土 e 炭化物をわずかに含む。

1ごうている。

TP05おとし穴状遺構平面形は長さ2.70m'巾O.80m'深さ1.10mの講状を呈し，長軸方向

は東西に一致する。

壁の上部20cmは約70
0
の傾斜で，その下はほぼ垂直に下る形を

底面はやや北へ{頃く。

埋土は土層が堅くしまり焼ニ仁 a 炭化物が含まれている。 (田口)

⑥溝

5001溝 平面プランが， J五時な隅丸方形を呈する環状溝て、ある。プラン内に

を有する。 j義巾は j二面で72~96cm . 底面で、50~80cm .深さ 27---32crDで、ある。

本遺構は遺跡内でも高地に存在し， SI04・SD02と切り合っているがヲいずれも SDOlに

している。

ら，土自社i器・須恵器の小破片が出土したが，周辺からの流れ込みであろう。

断面の形状はu 形を呈する。

円台うカヘ l土5D02溝 半リング:1犬に掘られている。 SK13と重複する。 SDOlと

比高琵が25cmあり SDOlとは関連しない。上面の rlJ は 35~40cm ， で24-30cm，?菜さは 4-20 

cmて、、ある。

;埋土中より須恵器，土師器の小破片を検出。

断面の形状は鍋底形を呈する。

S003溝 東から西に傾斜する長さ 18.4m の溝で，巾52~70cm .底面40-52cmを測る。西端部
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の忠商は，さらに深さ 40~50cmの土壇

状のクボミがあり，このクボミは数珠

状にj主なっている。

断面の形状は U字形を呈する n

5D04溝 東から西方向へ傾斜する小

溝である。 rtは中央部上回で28cm'底

面で15cm毎深さ 6cmである。

断面の形状は逆台形を呈する 0

5D05溝溝 内に SBOlの柱穴と

切り合っているがヲ本遺構が古い。

の rl] は上面で20~.32cmラ底面で1O~17

C叫 j菜さ lO~12clIlて、、ある。

断面の形状は逆台形でありヲ東から

西へ傾斜する。

ら土錘:が出土している。

5D06溝 SB03及びそれに近隣する

二}二墳群を取り囲むように廻ぐ

る環状溝である。

SD06は東部で去111く浅いが西部ではrlJ

広くなり，さらに一段深くなる。

溝のrlJ 19~ 1.20m . 

.!L ¥. _33.340 ~ .----:;:::T 
一--ター7 ，_個---て-，、品千件-

第75図 SD的..S]玉13.. 日実測図

.08~1.lOm ・深さ lO~25cm。

る心しまり気味の時褐色土であるが， r菜溝の場合NPOO1 . NQOO 1部

分で，長さ 2.40mにわたり 混入。部分的には炭化した木村ー片が含まれてい

た。この構は ltt~ い都合とr!J の広い部分とは時期j を異にするようである。

断面形状はj来い部分がu字形をなし，他は鍋底形を呈する n

5D07溝 SB04'SB21と しSD07が古い。溝は深さ 6~30cm . rl] は上部て、20~33cm .底面

で 8~22cm。北から南へ傾斜しう南方向に行くにつれて深くなる。理士は自

で炭・焼土が上面に含有する。下面に以少なし重複する枝穴理土には多量に，炭化物を含有する c

このことは，一帯の建物が焼失したとするなら，その焼失以前に溝は埋没していたことになる。

出土遺物は播鉢である。内部には10条の沈線を l単位とするおろし目を施す。日台土には小石

をわずかに含み，焼成はあまり良くない。

5008溝 本溝は， SD07及びSD13 と接続している。巾がよ面で20~48cm，農面で1O ~32cm，深
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さ 10~40cmで、ある。北から南に傾斜し，それにつれ深土， I婦とも大になる。

埋土はしまり気味の時褐色土の自然堆積であり， SD071可様上面に炭化物を含むが，下面にな

ると微量になる。 埠土上面から柱穴プランが確認され，柱穴埋土は炭化物を多量に含んでいる

から， 1溝は柱穴に先行するものと思われる。

遺物は埋土中より内面に直径 3cmのクボミ状あて痕を

の体部片が出土。

る珠洲系、土器の禁制部片及び播鉢

5009溝 SE02から SE(はにかけて検出された溝である。 rlJ は上面で18~31cm，底面で

7 ~10cm .深き 9~20cmでありき南方向に傾斜しながら深さを

断固め形状は U字形を呈する。

5010溝 SE04周辺にのびる長さ 12mの溝である。巾は上国で'20~30cm .底面で11~20cm .深

さ5~ 10cmである。東から西へ傾斜する。

断面の形状は鍋底形を呈する。

S01i溝 SE04から SE03を経由してヲ SD13に流れ込む o i葺は SE02外側

色土の中を貫通していた。この褐色土はjヂ升井:1十iド二戸周辺を縁どりするようにわずカかゐながら高くなつて

いるものでで、'黒色粒がが‘j混昆入するしまりのないものてでで‘い、ある O このことカかAらSD1口1がI埋里j没支した時jλ点'江l

Oω3が掘られ，その掛り上げた土を周辺に積み上げたものと考えられる。溝は西方向に傾斜してお

り，巾は上面で'15~30cm .底面で 6~20cm . ?奈さ 13~

断面の形状は鍋底形を呈する U

少なかった。

SDi2溝 SD17と合流し，同時期のものだろう oIIJは中央部で上国が38cm'臆面て、30cm. ?菜さ

15~42cm と南側カt深くなっている。

断面の形状は U字形を呈する。

5D13溝講の巾は上前て、19~40cm . 

北から南方向に傾斜する G

断面の形:I)~は鍋底形を呈する。

6 ~24cm . ~菜さ 20~40cmである。

5014溝 調査区西端から始まり， SD17と合流する。講の巾は上面で21~39cm ・底面で 8 ~20 

cm . 7呆さ 16~40cmだが，西部の方が広く深い。

断面の形状は鍋患lr~ を呈する。

5015溝 北から南J:jIbJへ傾斜し， SD18と交わる講である。溝の rlJ は上部で'30~48cm .底面で

26~38cm，高へ行くにつれわずかに細くなり深さ 6 ~30cmである。

断面の形状は鍋底形を呈する。

5D16溝 東から北西へ緩やかに傾斜し，他の溝群と合流する。巾は上回て;'25~40cm' 底部で

20~32cm .深さ 13~18cmである。
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断面の形状は鍋底形を呈する。

5D17溝 SE04から調査区南端までのびる。調査区域では最も長く掘り方もしうかりしている。

SE04の水を排水する性格がうかがえる。溝は rlJ が上面て;'20~50cm .底面まで10~19cm .採さ 20

~45cmで南方向へ傾斜している。

断面の形状は U字形を呈する c

出土遺物は SD17・13・14・16が合流する地点の，t里土 3

j者内埋土 3層より須恵器破片 片出土している。

Lコ 南部NI03地点の

5D18溝 北西から南へ傾斜する溝であるハ rlJ は上回で'30~42cm ・ほ面で15~25cm .深さ 20~

50cmである。 深さは南端に行くほど増し，かつ傾斜が大になる。

断面の形状は鍋底形を呈する。

SDlヨ溝 西から東方向に傾斜をもっ小j者であるむ西端部は調査区外で明らかにできない。幅

は上面で28~40cm，底面で20~26cm，深さ 4 ~12cmである。

l和j直j0')丹:;，'1えはまMJ底形を呈する。

5D20溝 北から南へ緩やかに傾斜する長さ 7.40m の溝である。巾は上回で23~40cm .底面で

18~ 19cm . {ヰ:さ 4~ 10cmとj支い。

断面の形状は逆台形 る。

5D21溝 SB01南出側柱列に沿うようにのびている講であるが，建物との関連はうかがえない。

講の巾は上面で12~19cm .底面で 5~ 9 cm書深さはほぼ一定して 6cmでありラ細くて浅い溝で

あり，傾斜は認められない。

断面の形状は鍋底形を呈ーする。

SD26と交差し南方向へ傾斜をもっ長さ5.60mの溝である。巾は上面で41~70cm . 

底面で'30~45cm .深さ 15~28cmである心

断j(Ljの形状は逆台Jf;;を呈する G

建物群に隣接する長さの短い講であるが建物との関連性は明らかでない。平田の11ラ

は長楕円形で中央部の rlJ が上面で"48cm ・底面で30cm' 深さは全体を通じ 18~27cmて、ある。底面

の{頃斜はほとんどない υ

断面の11引kは逆台H::を呈する。

5D24 0 25~溝 両端とも SD33と接続すると思われ，さらに北端の台地縁に沿って東進するよ

うである。

巾は SD25が広く上回で42~90cm .底面で'30~60cm' SD24はよ面巾が41~50cm'底面で24~30

cmである。土里土はほぼ同一で16~39cmである

断面の形状は鍋底形を呈する。

- 75-



5D26溝 東から西へ傾斜しながら SD15と一部合流する長さ6.80mの潜ーである。上面巾は21

-30cm'底面で15-28cm'深さ 15-30cmである。

断面の形状は鍋底形を呈する。

5027溝 南西に向い緩やかに傾斜する長さ 6mの溝である。巾は上面で15-22cm.平均43cm

底面で10-14cm.深さ 4-10cmである。

断面の形状は鍋底形を呈する。

5028溝 jとから南へ傾斜をとる長さ8.20mの溝である。巾は上部でも20-:36cm'底部で11-30

cmで一定したものでなく，深き 4-6 cmと

断面の形状は鍋底71ヲを呈する。

5029~欝 不整ながらリング状を呈する。上面巾34-40cm'底面で25-30cm'深さ 25-40cmと

巾ー深さとも，比較的一定している。

断面の形状は逆台形を呈する。

東西にのびる長さ 3.60mの小講である。巾は上回で18-22cm .底面で1()-12cm'深

さ8cmである。底面の傾斜はほとんどない。

断面の形状は逆台形を呈する。

5031溝 長さ4.40mの溝である。 SB01との関連性は明らかでない。巾は上回で29-31cm'底

面で'19-28cm'深さ 9-12cmであり南へ緩やかに傾斜している。

断面の形状は鍋底形を呈する。

5032溝 長さ2.40m方形気味の小溝である。 rjJは中央部で，上i立iが30cm'底面で16cm'深さ

15-20cmて、あるハ

断面の形状は;逆台形を呈するの

5D33 e 34溝 遺跡内を南北にほぼ等間隔で(2 -3. 20m)走る。北部の方はそれぞれSD24. 

58に接続すると居、われる

両溝とも巾る深さ共ほほ'jli1直で， rjJ は上面て;'23~40cm .底面で 8-23cmo 

断面の形状は鍋底形を呈する。

沿って柱穴が認められるハこの柱穴は上国の直径が14-18cm.深さ 15--2icmで柱庇跡、は

いづれもみられない G

構内からは，須恵;器舷片のほかラ珠け1'1:系土器

断面の形状は両溝共，鍋底形を呈する。

破片・土錘が出土している。

5D35溝 SB25の北西・東面を廻ぐるように掘られている。溝の巾は上面で10-20cm・底面

で 6-10cm'1菜さ1O-16cmと比較的知iく

断面の形状は鍋底形て、ある。
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5D03 

S034 

5033 

5053 

第76図 S D 03 " 34 " 33 .. 53実測図

5D36溝 SB09の 3耐をめぐるが，東側 している。

講の巾は，上面で17~18cm，底面で10~ 13cm，深さ 14~27cmて、北面部分はほとんど傾斜をも

たないが，他は南へゆるやかに傾斜している。

断面の形状は逆台形を呈する。

5D37溝 講の南端はSE06に近接するが井戸との関連性はうかがえない。西端ではSD33と

- 77-



流するようにみえるが，接点部分の深さはここだけ浅く SD37・SD3:3のfdij底面よりも約15cm高

くなっている。

j古の r[J は上面で14~38cm，庇而で 8 ~29cm，深さ 3 ~ 5 crn 

断面の形状は鍋底形を呈する。

5D38溝 SD39・SD41と している。

溝の r[] は上田で20~40cm，底面て;'10~28cm，深さ 4 ~ 16cmである。

断面の形状は逆台形を呈する。

5039溝 SD38に接続し，西へゆるやかに但斜する。長さ 7mの溝であるがヲ時期的にはSD

38に先行する。巾は l閣で16~41cm，底面で 5 ~30c叫間に 113Jかうにつれ細くなり句深さは 5

~ 9 cmて、、ある。

断固の形:!犬は逆台形を呈する。

5040溝 SD53から枝分れし， SD38に流れ込む様相をぶしている。長さ 10mの足立である。 講

は南商に回ってゆるやかに傾斜しており今 ItJ は上!封で20~3öcm 0 底ff:ri で1O ~21cm .深さ 8~ 15 

crnて:、ある。

i断面の形状は逆古形を呈ーする。

5041溝 SD53から枝分かれし，その過程でSD38と

面で28~80cm，底面で 8 ~60cmであり，

西へ傾斜する。

しSD52，SD51と接続する。 r[-Jは上

なるハ深さ 8~ 19cm 東から

出土遺物は SD52と交差する付近で須恵器の胴音IS破片が した 1

50ヰ2溝 遺跡、北部端から SE08にiむかつてのびる溝である。 I[J はヲ上回でお~4(允m，子

均45cm，底出で12~25cm，深さ s~ 15crnであり，北から

断部の形状は逆手iJf3を呈する。

るやかに傾斜するれ

5D43溝 SE08に近接する地点から南へほぼまっすぐのびる溝である。 IIJ は上出で20~50cmヲ

平均72cm- 深さ 8~22cmであり，ゆるやかに南方向に頗斜するの

断面の形状は逆台形を呈Aする。

5D44溝 SE08の周囲を半円状にめぐる溝である。巾は上面で'19~30cm ，

さ 13~15cmである c

東から凶へゆるやかに傾斜する n

断面の形状は鍋底形を呈する。

8 ~12cm，深

50457鷲北から高に傾斜する る。巾は不規則だが上面で12~30cm ・底面で、10~28cm . 

j菜さ 7~ 12cmである。

断面の形状は鍋底形を呈する。
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5046溝東北方向に長さ4.20mをiRIJる

!底雨で15~20cm . 深さ 10~15cmである ο

断面の形状は鍋底形を呈する。

5047溝 SD01と向様，平面プランが隅丸方形を呈し，内部に樹立柱建物遺構を有ーする環状

j告であるが，北面の一部分は掘られてなく中断している。

師事~I はうかがえない。巾はよ:函で30~35cm . 

遺構はー北からの極めてゆるやかな斜面に位置している c 環状溝の全体プランはほぼ偶丸方

形を呈する。 講の巾は上国て;'24~40cm，底面て"10~30cm .深さ 27~90cmである。泊三中には部分

的に深さ 20~30cmの小土墳カヨ認められる。

本構は SB22Gつ柱穴と切り

遺物は埋--仁から

断面iの形:1犬は U'子:1犬を

つ7う1

1片が出土している。

Q 。

しミ〈

5048溝 SD01. SD47と ラン内に掘立柱建物跡を有する隅丸方形の環状溝である。溝

の rlJ は上回て;'l3~22cm .鹿市で 8~14cm' 深さ 7 ~27cmであり， r!Jヲ深さとも西側部分がせま

くj支し汁頃!ftJを

遺構は，わずかに東南に傾斜する

If~r面の形状は鍋底状を呈する。

5巴特溝 SD43と枝分かれした様相を呈する講であり， SD43とほぼ同時期に使用されている。

位置する。

r!J は上j市で-13~32cm .底面で 8~20cm .深さ1O~ 17cmて、ある。北から南東に向かつて傾~~~I'-:宇

Q 。

断面の形状は鍋ョ底形を呈する n

SD43から枝分かれい南面に傾斜する長さ4.20mの小溝であり，両J溝とも同時期

に使用されていると考えられる。上回の巾は最大部 vて、78cm. 1底面で68cm' 深さ 13~22cmて、ある。

|的百の形状は鍋底形を呈する。

5D51溝 SD41 と交差する溝であるが両者の時期的相違は不明。巾は上面で30~45cm底面で

lO~30cm .深さ1O~20cmで\南に行く程深くなる。北から南に傾斜する。

構内には径20~35cm . ~.轟底面iからの深さ lO~20cmの柱穴が認められる。

断面ーの形状は鍋底形を呈する。

5D52溝 SD41から枝分かれし，南方向へ傾斜する溝である。 SD41との時期的相違は明らか

でない。巾は上回で30~41cm .底面で21~30cm .深さ 18~22cmである。

断面の形状は鍋底形を呈する。

5D53溝 遺跡内を南北方向にのびる長さ64mの長講である。 11]は南北端で細く中央部で広く

なり，上面で20~41cm .底面で1O~30cm .深さ 20~30cmである。

日同
U

ウ

i



断面の形状は鍋底tf;;を呈する。

は土壊状のくぼみを有する。

TP03と重複するが，本遺構が新しい。

5054溝 SD48環状溝から張り出すように掘られたノト溝だが， SD48とは

巾は上面で'50cm'底面て、'40cm'深さ 15cmである。

控IT面の形状は逆台形を呈する。

5D55溝長さ2.60mの短いj誌で中央部の巾は上面で41cm'底面で28cm'深さ 25cHlo

断面の形状は逆子;形を呈する。

より項忠器輩・ 1阿部破片

5056溝 南から北へゆるやかに傾斜する長さ 1 ， 50m の小溝である。巾は上品面で1O~25cm'

ないハ

てい 8~12cm .深さ 5~ 15cmである Q

断面の形状は逆台形を呈する。

S05n鷺 SB24に隣接し曹長さ 1.90mの小清=である。 巾は20~35cm .深さ 8~ 14cmと

断面の形状は鍋底形を呈する。

5D58溝 南方向へ傾斜をとり， SD34と接続すると思われる。また溝は北進しながらやがて台

地の縁に沿って西へ長く延長することを

15~44cmである。

断面の形状は鍋底状を呈する。(熊谷)

した。 1二面巾は60~95cm .底面で"34~50cm . ~奈さ

2 遺講外出土遺物

遺構外からの出土遺物は少なかった。主なものを第77図に示した G

1 ~ 6は弥生式土器であるの査の破片と考えられる。斜縄文;を地文とし警口減部に沈科(文を

施す。沈線、文にはラ平行 .i皮状寄弧状とありヲこれらの組み合わせによる。 3の日

たれている。胎土はし も砂粒を 灰
3
f

ゲ
)

一F
Q

フハ》あ

9

で

~

整

7

調鉱山

り宅 10は須恵器高台付碗である。いずれも水挽き成形。 • ↓

j
 

t
 

.5cm， 9 

7が底径6.1cm .口径13.4cm'君主高 5cm， 8が底径5.5cm'口径13.5cm' 

.2cm'口在13.4cm省器高 5cmて、ある。底f至の口径比は0.45ラ0.41，0.53 

である。 10は底径 5cm .し1f圭12.5cm. 6.8cmである。

11は土師器杯て、あり， 7]'く挽き成形・回転糸切り@無調整である。褐色を る。 ，底

径 6.8cm'口径13.7cm' 4.8cmてv底径の口箆比は0.50である。

12~14は珠社i係土器て\12 と 13が括鉢， 14が議のi破片である。 12と13の内面には， 9から10条

を 1単位するおろし目が認められる。 14の外面には条線状の叩き痕，内面には円際状の押圧具
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痕と思われるクボミカi認められる。

15は土鍾であり，長さ 6.8cm. JJ同部最大径 4.5cm'内孔在 1.9cm'重量 132gを計る。

に X~ の刻印が認められる。

16 ・ 17は結錘専であるハ 16は径 3.6~ 4.2cm .高さ 2.5clll.内子し径 0.6cmを計る。 1面に放

射状の亥IJ 印が認められる。 17は径 3.3~ 4.0cm .高さ 0.9cm・内孔径 O禽 9cmを計る。 1間は ilJ

0.5~0. 7cmにくは、んでいる。(熊谷)

事
4
閉す

1 遺構について

竪穴{主麗跡 検出された 9 棟の竪穴住居跡はヲいずれも調査区の東側に集 I~!J している

SIOlは，円形プランを主し若組炉

S102~ S109は，方形プランを主主し，カマドを付設する。カマドは，東壁か南壁かのどちらか

にとり付けられるハ煙道は比較的長い。主柱穴が認められる住居跡は， S103. 04・06である。

S104と08.03と09ii，それぞれ重複している。

掘立柱建物跡 検出された25棟の揖立柱建物跡はラ ょう 込- ~ 

さ令。

A 庇なし建物

(1) 側柱建物 SB02・03鴎 05・07・09・13.17・19・20・23・23・24. 25 

(2) 総柱建物 SB04' 11・18. 21 

B 庇あり建物

(1) 1雨i庇建物 SB06 

(2) 4面庇建物 SB01・08・10・12・1，，1・15・16・22

以上， A 1. A-2 笹 B 1. B 2の 4~主に分けたが， A-1類のSB03・07・23・24は宅

建物の周囲に溝が廻ぐるようである。

4面庇建物は， J笠間:民家の四下屋造 1) (註 8)の先駆をなすものと考えられる。 だとすれ

ば，庇三二下屋ということになるが句ここでは庇J という用語を使用した。

建物は，東西棟が大部分であるが， SB06・17・18のように方向を異にする建物もある。

柱穴・柱痕跡とも円形を呈する建物が多いが， SB06・18の柱穴は方形に近い。したがって，

SB06・17・18は，他の建物と時期jを異にすると考えられる。

B 2類の 4面庇建物は，第80図にみられるごとしそれぞ、れの建物と井戸 1基との対応関係
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される 1f出l

{長t'j=の強~ ，建物であり，

とし込う しいとすれば， ::1 IIU庇建物はー当然のことなカiら出

L 、 H~料'J (たとえを持たない A-lm・A-2Jmの建物は.

しておミたい

ば， とか小犀 i ということになる o A-lhi. A 

るが争中田 井戸との関I之、で， ように建物の性格を

白

その'1"1:1';十 jけは 11，1慌であ

。
第80国

v，t二ことカ冶らラ い建物であったと考えられる。

なお， SB03・07・23・24のように講を伴う建物の性格は不明であるがヲ床面がド主<まって

検出された は， に 4

の対応、関係が想定されるが， は建物の東南か，西j~íJ述のように，井戸と建物は 1 棟 l

司令

の掘り方は， ごとくに 4分類されるハ内部施設としての井側はラ よ

西if!1jに 6~;l~ とグルーピングされる。

うに，隅を立てヲこれに約六を穿ち，横援をわたす。横桟の外if!IJに松村を縦に列ベヲ土圧で

動かないようにする。なお，板材の材質i計三(註吉)である〔

07・09・10も向様の井側構造と考えられ，隅柱を立てた痕跡

が認められる。SE03.SE04・05'08の内部構造は不明であるハ

ーしし
r

一
る例はないが宅;柱穴:fKピ電ソ

間に るハ

土壌検出された 110基の土墳は， 3 できる。 1

SK01のように平面形が楕円形を主し，底面は鍋底状を

2類は， SK25のように平面形が円形を主し，やや深い。

3類は， SK02のように平面形が方形を呈し， である。
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いずれも用途は不明である。 1J出は東側に分布し， 2. 3類は全域に分布する。この分布状態

と出土遺物から考えて， 1類は竪穴住居跡と， 2・3類は掘立柱建物と関連するものであろう。

溝 検出された58条の溝ーのうち， SD33・34溝が注目される。この 2条の溝は，遺構を二分す

るかのように南北に走る。さらに， SD33はSD23・24に接続し東側の遺構を取り囲むように趨

ぐるようである。SD34もまた SD58に接続し，西側の遺構を取り囲むように廻ぐるようである。

この溝が台地のA¥誌に沿って廻ぐることは，ブルトーザーの表土除去作業の結果確認された。こ

の2条のj事の向ー側には，柱穴状ピットが認められる。 構と桓根風のもので集落を取り囲んだの

だろうかれ

2 遺物について

石器石匙，

弥生式土器壷破片10点ほど

に類似する。

出土した。

した。頚部に並行沈線丈が砲文される。
r、
J 

土師器 した土師器の器種は，杯(内黒杯を含む) .高台付杯・ ある。 少

ないc 杯は，粘土紐巻き上げ成形・口クロ整形 (a類)， ロク口水娩きお回転糸切り・

( b類)，黒色処理・内面横方向のへラミガキ・高台付(c類)に分類できる。窪は，頭部に

段で内外カキ目・底部木葉痕(a類)，口縁部 I< J の字に外皮ののち垂直に立ち上がる。 JJ同

部上半ロクロ整形 s 下半へラ削り(b類)，内外面に叩キ目を有する ( c類)，二分類できる

a 矧~;;J: .国分寺下層式土器に近い時期jと考えられる(註11)。杯 b . C類，護 b. C類はヲ

表杉ノ入式土器(註12)の範IU毒に入るものと考えられる。

須恵器 出土器種は，杯・高台付IIJJ..蓋 e 蛍・護である。杯の底部切り離し技法はヲヘラザJ

1)ラ糸切りの 2種類，いずれも無調整。血ー杯は，若美町海老沢窯(

ろっ。

中世胸器すり鉢‘

からの移入品であ

査の破片約40点出土。石川県珠訓出窯の第II ( の製品に類

初、する。しかし，珠洲カミらの移入品ではないようである。近年，中日面遺跡から13km東南，二

ツ井町茂谷山の麓で中i:!t陶器窯(註15)が確認されたが，ここの製品でもないようである。

青磁 li先類の破片約30点

鉄器万子 1点・釘 1点出土。

紡錘車 2点出土。

元1-tの製品と られる。(

土錘 13点出土。 140 g (a類)，約80g (b類)，約 6g (c類)となり， 3分

類できる o a類は，井戸や掘立柱建物の柱穴から出土することから中世に， b類は土;墳のなか

で土師器・須恵器と共伴することから古代に属するものと考えられる。 c類は時期不明。
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捷苓 4 二L。

3 年代について

竪穴住居跡 SI01は電縄文時代後期以降の遺構であろう

S I07からはヲ多賀城結~年第6b類{註17) に比定される沼恵器杯と国分守ド層式土器に類似す

る口紋部に段のある土師器業が出土している。このことから，この住居跡の時期を 9世紀前半

に想定したい。 SI02. 03・04.06からは，多賀城結i年第9b類によヒ定される須恵器杯のほか，表

杉/入式土器に比定される土師器杯・斐が出土している。このことから，これら住居跡は， 日

世紀後半から 10世紀を 1-1~1心とする時期が想定される o SI04と08・SI03と09は重被しているc土

器組成・重複関係から， S I02~09は， 9. 10世紀を中心に何時期かに分けられそうである。

e井戸 建物左手i二戸とは対応、関係を示すことが想定されるので噌同時期と考え

られる。SE01' 02 . 07号 08からは， II其Jj類の中世間器が出土している。また SB04か

~:コ している。このことから争建物と を中心とする時期が

ら，ほかの建物より古いされる。なお， SB06.17・18Ciう3 柱穴掘り

と考えらlLる。

溝 携については出土遺物がほとんどなし時期決定は困難である oSD03は古代の土墳SK12

を切っているつSD48からは青磁が出土している。古代の遺跡のない西側の溝と同様の溝が東側

にもある。以 jてのことから考えてラ j詳の大部分は中世に属するものと考えられる

ら，桔円形の浅い土1肢は古代に，円形のやや深い土携と方形のやや大型の

ヰ いて

中田出遺跡は，縄文時代から人々によってす使用されていたがヲ 活生の々¥
 

冨

r
jの世中をと代古

っ?こ，-，

1面出建物→4面庇建物と したと考えられるが， 9世紀から 13世紀まで踊、絶

えることなく，ある となっていたかどうかの結論は，現段階では保留しておき

?こ、、 r

本遺跡における中世集落の特徴は，①40出庇建物と との関係，②これらの建物と井戸が

四と東にグルーピングされることである。

4面庇建物については， 13世紀における当地方の一般農民の住民とは考えられず，上層階級

)の住居であろう。類似する中世建物例はラ手元の資料で，大館市片山館コ(

秋田市下タ野(註19) ・盛岡市繋III(註20) ・北上市鹿島舘遺跡(註21)で検出されている。
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1. S 1 02の土師然襲
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図版H 遺物出土状態
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節コ，鹿島舘遺跡では，館主の居宅を想定しておられる。

西側のグループと東側のグループには時間的前後関係があると思われるが，出土遺物をみる

限りでは，いずれも珠洲古窯第II期に比定される土器が出土しているのみである。

本遺跡は， I:::l本海に通ずる古代からの道路沿いに位置し竹生)11 • j高)11流域を一望できる。

易・生産に適した地であったと思われるが，中世末期の文献である「出剥国秋田都知行自鉢」

・「秋田実手侍分限Jには登場しない。中世前半に廃棄された集落である。

(永j頼)

註 1

註 2 秋田

1979年

三主 3 秋田

註 4 秋田県 F秋田

註 5

註 6 白石建雄・

秋田

年Fhu 
A
U
 

命中世J

F日本地名大辞典 5 京大社i県』

秋田第 4紀研究グノレーブ「秋田

角)11喜庖 1980年

日本海沿岸地帯の段j王詐」

口
u

童日内案検

る
巡

よ

年

』

年

行

系

ね

9

1

t

9

 

1

i

f

4

1

i

 

年註 7 白石建雄ー

註 8 干大田

註 9 佐藤成右民(

註10 橘善光「弥生土器一東北・北東北 2-J

註11 氏家和典

?レナヤ

-山形県の考古と

註12 氏家和典「東北土自fji器の型式分類とそ

註13 秋田県教育委員会

1975年

註14 平出天秋義

秋出

『石川県珠洲rf:i史第一巻，j] 1976年

i基nに比定されるようである。註15

註16 井上喜久夫(湾内庁・陵墓謀) ・武田孝義(武田事務所)氏等のご教示による。

註17 岡田茂弘，桑原滋良[$I多賀城間辺における古代杯形土器の変遷J 研究紀要 1dl 宮城

県多賀城跡調査研究所 1974年

註18 大館市史編さん委員会官市片山館コ発掘調査報告書dl 1974年

註19 秋田市都市開発部，秋田市教育委員会『下タ野遺跡dl 1979年

註20 岩手県理蔵文化財センター『岩手県文化財発掘調査略報(昭和52年度付)，j] 1978年

註21 北上市教育委員会『鹿島館遺跡調査報告書 1Jl 1975年
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重兵衛台 I遺跡



σ〕

1 ，まじ

i 発掘調査に至るまで

I 遺跡は，秋田県能代市坂形宇重兵衛台10-61他に所在する。 昭和53年度に，秋田県

した

の発掘調査は， よる

を実施したものである。

2 調査0)組織と構成

秋IJ:I

調査地

1. 154m" 

r 
J叩一公、

一.ム」へ、

7 月 17 日 ~8 月 4 日

1υ-61 f也

より，石在主Zさhたj室:跡である。

したため，記録保存を目的に

調査協力機関 中田面遺跡参照

中間面遺跡参照

i 遺跡の概観

I 遺跡は，北より南へのびる舌状白地にある。 てv標高は27cmをiNIJ

リラ下の7j(回と は16m前後であるの

23Um， の16ラ 100m2
と されてい

る。現状は畑地であるがラ作付はなく雑草がおいしげ，農道が一本南北に走っている。

第 i図霊兵衛台I遺跡の地震

- 1 

地層は 3層からなる。第 1層は約20cmの

きてい水平にある らかく，その

下には粘性のある第 2層と，口

る第 3層とが混入している。

であ





2 調査の方法

排水路となる中心線を基準に， 4;<4mのグリッドを排水路総上へ設定して実地し

た。南北線を A 東西綜を B区とし，それぞれのグリッドに ii，算用数字で通し番号をつけ

た。 遺構の実;WJはすべて平板;WJ量で行ない，遺構名はー土;境 SK，溝 SDとした。

3 調査の経過

調査は， 7 月 17 日 ~8 月 4 日まで実地した。

7月17日，テント

19日‘調査開封。 20日号 SK01，

SK041i在dBn26日句

を運びこむ。 18B，調査区の草刈りとグリッド

2J日τSK03確認。 25日ヲ各SKの土層断Iill実;WJと平税制

30日， B区の発掘調査開始。 SK06確認。 31日， SD01確認。

c:v 
U .l¥_ 8月l日， SD02と12基目のSK ヨ干， 官，.1". よ

JこiT;ノマ J仁 ， を終了する D 4日宅

テント撤去

と遺物

方形のプランを呈すると思われる

た。 床面は平出で，掘り込みは鋭し~

を呈し長軸3.40m，知車rh1.20m で?深きは40~60cm と一定していな

ラ床面に を検出し

い。床出は白山が激しく， も雑である。

でヲ束端部より北部ヘ出りをみせる方形プランの 1ぷと思われ，

の可能性も られる。 掘り込みは凱状になされ，壁面は説く でしまっているハ

多少荒れているがラ

プランを思し，

である。

争、gaa
H
U
 

-ハ
υ

↓ハH
U OOm，深さ 15cmで床面は

5D01溝 B 19グリソド南側部より北西へ傾斜を持ち，グ 1)ッド内で途絶えている。上面rlJは

O.8~1.20m と不定で、，深さは20cm前後である。鋸り方は鍋底型である。

B03グリッド北側部より西南へ傾斜を持ち，グリッド内を貫通している。上面r!Jは

o .8~1.20m と不定で，深さは浅く 15cmである。掘り方は鍋底731 である。

" 。
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2 遺構外の遺物

:イJ-iid: (スクレイパー)ラ 及び漬恵器Jc;ーを惇U:l:L淵忠吉井は斐のmUJ音[j片で，

が条線:1犬の口[Jき痕を認め，内面には比較的深い幅広の庄痕を留めている

は

(熊谷)

し¥，-，

の調子正は，

した

年l}主器!;が出土しただけ

rlJ 4 mのグリ:ノドを排水路地行区域に設

ではラ縄文ラ弥生時代の遺跡と確認されている円

されたが，遺物は検出されずラ遺構外からわずかに石器と

る。時期は雫縄文時代から古代までが想定される。(

5 



図版 1 1. 発婦絢盆前 {西砂東)
2. S K 04 (;It...南〉
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図版2 1. S D 02 (商~:lヒ)
2. A区発掘調査後(東惨西〉



重兵衛台 11遺跡



E はじめじ

1 発掘調査に至るまで

重兵衛台 II遺跡は，秋田県能代市坂形字霊兵衛合10-13他に所在する。昭和53年度に，秋田県

教育委員会が実施した国営能代開拓建設事業関係遺跡分布調査により，確認された遺跡である。

今回の発掘調査は，何事業による排水路工事計闘が具体化したため，記録保存を自

の緊急発掘調査を実施したものである。(大高)

2 調査の組織と構成

調査主体 秋田県教育委員会

調査期間 昭和54年 8 月 4 日 ~9 月 3 日

調査地 能代市坂形字重兵衛台10-13 他

調査面積 1，632m2 

調査員，補性員，補助員，事務局，鵠査作業員，調査協力機関 中日面遺跡参照

日遺跡(J)立地と環境 中国間遺跡参照

盟発彊 要観的

1 遺跡の概観

重兵衛白 II遺跡は，南にのびる舌状台地にある。南北の標高は，ほとんど差がなく 26mを測

りラ下の水田との比高は16m前後である。

遺跡、面積は，昭和53年度の範国確認調査で37，000m2と推定されている。現状は畑地であるが

~___.---'-て坐作付ーはなく雑草がおいしげ，農道が l 本南北

に走っている。

第 i図嚢兵衛台H遺跡の地麗

地層は，厚さ20cm前後の耕作土て、ある第 1

層と約20~30cmの厚きをもっ黒褐色第 2

そして第 3層は10cm前後と薄い暗褐色である。

(大高)

- 1 





調査の方法2 

し4X4mのグリッドを排水路線上へ設定し
戸'

' 
排ブJ(~各となる中心料{を

をEI互とした。それぞれのグリ、ソドには北jNlJた。南二!と根東側を CIえ西側を DI;'(とし守

をつけた ο

SDとしSKヲSI， でfjないラj立構の実iWJは

た

過忠
之

ゑ
憎め一査欝3 

した口8 月 4 日 ~9 月 :3 Rま調査は号

8日ラ SK，SD確認。6日ヲI~ D テントを8月4日‘

17 B句10 B， SI01とSKC 9日号 SKOl・02・03発掘"

を始める。23日匂 E18日ヲ S102，S 断面突出IJと

29日ラ SK23句 24令

3日，を終了する。

日号 S103より

9 }J 1 IJ， 

27 El屯

断而実~R1J。とコ

と遺物

グリッドタトで石京

認できないが西面辺で

ワン

40mを示す方形ブ

え Lっ1--

Si ul 

土

j菜

さはそれぞれ北面より

を

..-t"I ム
4 L仏)0 

l主

02.m3d. 
L勾 26.040

A 

46cm， 18cmラ36cmをiWJり，

る。

つ
まJ

告i実浪IJ3図



柱穴は遺構外に，不規則に構築される。南側床面からは多量の炭化物が検出された。

出土遺物は， 中より土師器片出土。いずれも杯破片でロクロ成形され，

焼成は良好で、ある。

SI02竪穴住居跡 束面部が一部グ 1)、ソド外で検出できなかったが，確認段階では一辺4.00m

の方形を呈する住関跡である。 遺構内のへりに沿い，北，東，南各 i肯iの一斉ISによ面巾O.6~1.00

A 
A 

一~ __/ 

第長国 S 1 02実測図

が，その位置，形状とも規則性を持たない。

111 ，深さ20cmの溝がめ

くっている。遺構内東

南端には直径2.00m，

深さ 27cmでIDL:jえのJTtilり

方をEdーするはは内形の

フ
9 u 

匹i古jjには小規模の

焼土マウンドを検出守

中心部に土製支酔Ilがす

えられ，その回リをめ

ぐるように復元可能な

土師器片が硲認された。

柱穴は:311占1{確認された

出土遺物は土師器材"霊E，土製支酔jJであり，支脚(5 )は巻き上げ痕を留め，内面には斜位に

カキ日痕を留める雑なっくりで，直径llcmの円簡を呈する iて器で、ある c 胎 1'.1土粗砂を含み，焼

成は不良である。色調は鮮赤褐色で部分的に強く熱を受けている。

3 )は， Iニi縁部を新たに接合させた痕跡を留めて，ロクロ整形を地している。外面に

は部分的に斜位にカキ日症を有す。器形は口総部カtくの字形に強く外反し，口容音j)でわずかに

内反気味に 9mm程垂直に立ち上がるの口径は19.5cm，胎土は相I.ii予を少量含み，焼成は良好であ

る。色調は簿赤褐色である c

4)1土毛日阿部に巻き上げ痕跡をわずかに留め，外出の器出調整は，底部から上部にかけへ

ラナテを施している。また， HlnJ部には部分的にカキ目痕を薄く留めている。器形はヲ床面から

内反気味、に強く立ち上がり，仁i縁部で、くの字形に屈折して口唇部に至る。口唇部はその後llmm

程わずかに内傾する。胎土は粗砂を含み，焼成は良好で、ある。色調は灰褐色で，部分的に

の焼きむらを生じている。

- 4 
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第 5図 S 1 02出土土器
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グリッド外で確認できなかったがヲ 1.i立が2.80mで位認出ーからの深

さが33cmを呈す。床面は、ド却でしまり，壁面も鋭くは

掘り込まれている。遺構をめぐるように

SI 

毒菌 S 1事3翼郡関

吉I~ には，

認された。

遺構内出土i立物は，すべて開土からのものであり，

土師器(斐片ラ杯片入須恵器杯V，に大宮Ijされる。

28CIl1， ~采さ 25~48CIl1の柱穴が 5 11，';1石Th

口減音E片)は守 口~;ま音ISがく

しラさらに口唇部でriJ1 cm桂内反する uti土はtll砂を

内部に含み，焼成良好である。

比較的厚み‘のある底部を有しヲ立ち上がりは内反気味に外似する u 成)1ラは

2

し
-

J
h
o
 

h
L
v
 

f
t」

z
d
d
q
 

1
ゆ

d川

長

ロクロにょうて施され，底部に回転先:切り ~il を留めるが

きむらが生じている。胎土は

)は宅高さ 0.7cmの高台を付しておりラ

胎土は'1ll.砂をほとんど合ま

7 S E号3出土遺物

プランカ''1青円JF三

ている。

マ
ιJ

i
 

H
 

一血友rト'υ

はほ、円形を呈する

でヲ掘り方断面は!日UKを呈しラ

北市部分に小突起を

/;rでいる

叩は回転先:切り佐;を留める η

白色を呈す。

ロクロ成万三が方面されているが

できない η 立ち iフJ;'1) t 土日IjíJ 告I~

『外侮iする、，胎二L(土砂粒を

杯) (第 sl)

底部の痕跡は

やや内

浮き出ている。焼成は良好でη 色調'j:

会

ある♂

ロ f~を 12.3CIl1， 4. ~)c1l1， h ザグ但、、
~). :Jcm l 

ると忠わjし グ 1)ッド内に現われ

し / -r‘ コと
午 vト 'd、らJnOmラ深さ 10cmでj支いカ三

ιOm事 j菜さ

はしまうている。

を ?~IJ る はは、

ザデ、、
、ヲ 40mラ短!斡1.20mラ深さは

12cmとj安 いぐ雨はなカiらもIlJIAkを

南北に長く不整楕円状を呈し 9 南北長軸3.00m，東西長軸1.00m句深さは東部分

が一段深く掘られ44cmを示す。床面は比較的平坦でラ壁面も鋭く探!り込まれる。土壇内部及び

SKl 楕円形

のもの

ると思われる土墳の一部である。

して構築されているハ

てや南北長車IlJは1.30m，確

6 
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認面からの深さは 13~16cm. 掘り方は血:1犬を呈しているが，部分的には底|面に窪み，を

1'R土は自然堆積による一層で，炭化物を混入する。床面より土師器杯片

SK18土壊活南部でふくらみ
》イずじ

l"， 80m‘南北I長大

である。床面は北面部が探く 53cm号南i頭部は12cmと浅い。

SK19土壊活出部分に張り出し状にのびている部分を有した，東西に長い不整楕円形である。

東西の最長軸2.20m，東西最大巾1.10mでラ中心部に括鉢状に深くなづており，最深44cmであ

Q 。

グリソド内に，はぽ半分確認された楕円形のプランを有すると れる遺構であ

る。東寄り部と中央部で17cm，35cmと深さが異なるが，それぞれの床面はほぼ平担であり，北

り音jSはさらに直径42cmの小土境状に婦られている。

:n予を1E.し長軸80cm‘短j~郎Ocm. 深き 24cmで床開北側にさらに長軸40cm，短軸

24cm， 1宗さ 16cll1のノト穴を有する土墳である。

5D01 D08グリッ 4irF 
ト岱 10m進みUターンする際一端括れ西進，カギ状の溝を1f;

成する ι 壁面床面ともかなり荒れておりヲ巾は上面で30~60cm. 深さは10~23cm と不定で、ある。

C05グリッド西側部からグリッド内を貫通ラ東へ傾斜する溝である。壁面は荒れて

いるが底部は平坦であり，掘り方は逆台1f5を呈する。上部で巾50cmヲ深さは20cmと整ったっく

りで、ある c

C 12グリッド東側部から 3.00m北部へのび，グリッド内で途絶えている。

とも荒れがひどい o l面で巾60cm，深さ1.15mで巾予深さとも一定の数値を呈しており， Tピ

ットの可能性もうかがえる。

C33グリッド東↑副都からグリッド内を貫通しヲ西へ傾斜する講である。接面は

ているカミ底面は比較的平坦でヲ鍋底を呈す。上面で巾60cm，i菜さ20cmで一定している。

C36グリッド東側部から西JJ働問へ?頃斜しながらラ一時中断してグリッド内を

る。上国て。rjJ60cm，深さ20cmを測る。 SD05の北面には多数のふ穴と SK20が{立置しラ SD06と共に

これらをはさみ込むような形で'位置する。

5岳部溝 C39グリッド東側部からグリソド内を貫通し雪西へ傾斜する講である。 上回でrjJ60

cm，深さ 15cmでほぼ一定しておりラ掘り方は逆台形で，壁面底面とも荒れは少ない。

E08グリソド北側端より 80cm南進し，グリッド内で途絶えている。壁面床面とも

れており，揖り方は鍋底状を呈している。上面でr!J40cm，深さ 10cm。

5D08溝 El1グリッド北側端より 1.00mグリッド内に南進し，途絶えている。壁面底面とも

荒れており，掘り方は鍋底を呈す。上面で巾35~40cmラ深さ 17cm。

9 -



2 遺構外的遺物

された土師器杯の底部片で，底面に *1 

た墨書土器である。ロクロ成形がなされヲ直径5.4cmの底部には届

転糸切り痕を罷める。立ち上がりは体部下端で段を形成すること

なしわずかに内反気味に外傾する。

胎土は赦密で砂粒を含み，明赤褐色を呈している。(熊谷)

第時国採集土器

の調査はう排水路工事に伴う緊急発掘調査で，前回の分布調査におい

数検出されたことから，当初より注目された遺跡である。調査は， 4 m巾

する部分調査であったので，その全貌を明らかにすることはできなかうた。

しかし， 200mにおよぶ調査区の南端，中央，北端部にラ住居跡ヲ

i宣物が多

を縦断

されたことからラ遺跡はこの台地全体にわたっているものと忠われる。時j出としては事

物から表杉ノ入式土器の範鳴に入ると思われるが，1底径は口径に比べて小さし比率が 0.4で

ある。な ないれ

以上のことから， 11世紀に近い時期jを したい。(註 1，註 2) ( 

註 1 氏家和典 をめぐう

lレ

註 2 氏家和典「東北土師器の型式分頚とその編年」
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根洗場遺跡



時
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す
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1 発掘調査に至るまで

根洗場遺跡は，秋田県能代市坂形字根洗場36他に所在する。昭和53年度に，秋田県教育委員会

が実施した国営能干代開拓建設事業関係遺跡分布調査により，確認された遺跡である。

今回の発掘調査は，同事業による排水路工事計画が具体化したため，記諒保存を目的に事前

を実施したものである。

2 調査の組織と構成

調査主体

調査期間

調査地

調査蔚讃

秋田県教育委員会

昭和54年 9 月 3 日 ~9 月 17 日

能代市域形字根先場36 .fm 

372.8汀12

調査員事補{左員ヲ補助員g事務島雪調査作業員ヲ調査協力機関 中田面遺跡参照

地と聾壌 中田商遺跡参照

発揮

1 遺跡の概観

根j先場遺跡は，東西にのびる台地の南muに位置い北側には鳥形部落がある。 は17mで

下の水田との比高はヲ 7m前後である。

遺跡面積は，昭和53年度の範囲確認調査で約14ヲ500m2と推定されている。今回の調査区は，

」 みょうが畑と杉林の境にあり，雑木が調査

中 一一一一」一一一」一一一一ょ
区をはばんでいた。

地層は 2 層からなり，淳さ約20~30cmの
1同-，'J_l出色 "，、 fH勺
2切出色 HlY!-1弘

第 1層(黒褐色)と，約30cm前後の厚い第 2

層(暗褐色)とに別れている。第 l図根洗場遺跡の地層

1 



2 調査(J)方法

排水路となる中心i誌を

た。グリッドには，西から

遺構の実~MIJは，すべ

4 >~ 4 mのグリソドを排水路線上

し番号をつけ， A区とした。

で行なし¥遺構名はラ土換 SK， i蕃-SDとした。

し し

開

2璽壊;先場遺跡む地悲

A
V婦、

ud

9 月 3 日 ~9 月 18 日まで実施したの

9月3B，テントを設営。調査区のメ111:&い。 4日宅調査グリッ F

1 ~ 6グリッドは耕作による撹・乱のため，発掘中止。 6日， SK01， 

12日，各土器取り上げ作業。 13B，各遺構の土層断面実測と

上げ後の地山精査。 18孔全調査を終了しヲテントを撤去する。(

一時
J

，

数

り

汁

多

取

I
3

口
一
庁

は
ず
官土口

μ
門
/

1
lよ
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1 遺構と遺物

『で~

i 
ど1:勺

!コ

ムレ15.960
民

-一一「一一一一一戸ーー
1 

そ2
ぜ S哀喜1.結実;見IJ~

tlfl_::J二からは縄文土器片と した。

SKOl土購平面形は長軸1.40m短軸

1盆 OOmの十青円形む壁は約50
0 1ゅ;斜，し包 20 

~25cm立ち}二がる。床面は北から

緩く傾斜ーする。北西には40 40cmの範

国 していた。

SK02土塘平田形は長軸3.00m短軸

1.60mの不整形を

る。断面は緩く

るものと思われ

中央での

深さは20cmを測る心床面はほぼ平坦で、

5D01濯 N --50
o
-Eの方向で北京から東西へ走る。巾30cm深さ 10cmでヲ断面は緩い血J.状を皇

すむ

内

d:. 

18~22 グ ì) ッド jp ら ~マー》、
'ζ tづト iG G 

点目ん~A- ，~、

(/)弟よ4 て。ある。

2 

3 

6つ類庁、 1

4 

t. 

されたような状態で， は長在言志できなかった。

( 3) U わずかに無文帯を残い胴部全面に特異な縄文を施すc

( 4 ) 口縁部と腕部の境に をはりつけた隆帯が巡る。

( 1・2・5) L1 縁部と桐部の境に 2~3 段の )f\.形文を刺突する。 本遺跡、ではこ

( 8 ) 

( 6 ) 

5のように を{半うものが多い。

を沈線で区画する。文様骨子は広い。

を施す。器面は磨かれ，焼成も良好。

告鎮土器(7 ) 狭い口縁部文様帯をもっ。

若器 57点

( 1・2) 

石匙(3 ~ 10) 

している 0

2点のみ。 1は1.65g 2は2.90g 

出土総数12点中 1点のみ横形。すべて

箆状話器 (11~16) 出土総数11点中 3点のみ片面加工。ほとんど真岩で，玉髄と流紋岩も

- 3 



第 4図 2層出土土器
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じる。

石槍 (17) 3点とも

麓製石斧( 出土総数 7点で，すべて 20は~~ 刃で{布i刃n 22は

弱凸強凸片刃。 21と23は両凸対。

石錘 ほとんどが両端を欠く切白石錘で， 100~200 gのものが多い。出土総数20

点中70%が安山岩で今凝灰岩や泥岩も混じる。表面に鋭い掻傷のあるものが 2点含まれる。

(田口)

今回の調査はヲ排水路工事に{半う緊急、発据調査でラ巾 4mラ長さ 96m と IU~~ られた

ったので，昭和53年度の遺跡分布調査で確認された遺跡出積の西側一部に過ぎず守その11'心部

や性格を知ることはできなかった。またラ調査区誌はどが畑地造成工事ーにより撹乱さ

音色であった n

しかし， 18~22 グリッドにわたって濃密に重り合づて出土した復元不可能な遺物(土器片ヲ

から弓斜面上に位置する廃棄場とも考えられ，本遺跡の中心部首iJi主の分布調査から

も北京都にあると推定される

時期は縄文前期と考えられる。
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